
平
成
二
十
年
三
月

宮

本

文

庫

目

録金
沢
市
立
玉
川
図
書
館

近　

世　

史　

料　

館

平
成
二
十
年
三
月

特　

宮

本

文

庫

目

録

33

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館　

近　

世　

史　

料　

館

特33



宮

本

文

庫

目

録



　
　
　
　

凡　
　
　
　

例

一
、
本
目
録
は
藩
政
後
期
、
石
川
郡
大
河
端
村
（
現
金
沢
市
大
河
端
町
）
の
肝
煎
役
お
よ
び
荷
宿
を
勤
め
た
（
宮
本
）
六
右
衛
門
家
に
伝
え
ら
れ
た
宮
本
家
文

書
の
目
録
で
あ
る
。
本
文
書
は
「
金
沢
市
史
」
の
編
纂
に
伴
う
調
査
で
所
在
が
確
認
さ
れ
、
平
成
十
五
年
十
一
月
、
現
当
主
宮
本
登
美
男
氏
（
大
河
端
町
）

か
ら
近
世
史
料
館
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
宮
本
家
文
書
は
、「
宮
本
文
庫
」
の
名
称
を
付
し
、
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
の
三
十
三
番
目
の
文
庫
と
し
て
利
用
に
供
す
る
。
な
お
、
宮
本

家
文
書
と
同
内
容
の
特
色
を
持
つ
文
書
群
と
し
て
大
河
端
町
が
所
有
す
る
大
河
端
区
有
文
書
が
あ
る
が
、
本
文
庫
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

一
、
目
録
の
「
年
月
日
」
は
、
い
ず
れ
も
不
明
の
場
合
は
「
未
詳
」
と
し
、
月
日
等
の
み
で
も
記
し
、
年
号
が
推
定
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
（　

）
を
附
し
た
。

差
出
・
宛
所
は
「（
差
出
）
↓
（
宛
所
）」
で
示
し
た
。
文
書
以
外
の
「
形
態
」
に
つ
い
て
は
材
等
を
適
宜
記
し
た
。「
形
態
」
に
続
き
記
し
た
数
字
は
袋
綴
・

横
帳
等
の
墨
付
丁
数
で
あ
る
。

一
、
史
料
を
目
安
と
し
て
大
項
目
・
小
項
目
に
よ
り
分
類
し
た
が
、
多
項
目
に
亘
る
留
帳
類
等
は
、
藩
政
期
の
も
の
は
「
１
・
支
配
」
に
、
明
治
期
以
降
の
も

の
は
「　

・
宮
本
家
」
に
配
し
た
。
ま
た
、
絵
図
類
で
も
屋
敷
図
な
ど
宮
本
家
に
関
す
る
も
の
は
「
宮
本
家
」
に
配
し
た
。

１３

一
、「　

・
宮
本
家
」
の
小
項
目
「
通
信
文
」
で
は
標
題
を
取
ら
ず
差
出
・
宛
所
を
標
題
に
代
え
た
。

１３

　

宮
本
家
文
書
目
録
の
編
集
・
解
説
は
小
西
昌
志
・
見
澤
香
織
が
担
当
し
、
史
料
整
理
お
よ
び
公
開
の
た
め
の
史
料
整
備
は
、
宇
佐
美
孝
、
小
島
隆
昭
、
中

村
栄
、
得
澤
裕
一
、
屋
敷
道
明
、
高
柳
陽
介
、
角
谷
宗
士
、
吉
田
昭
代
、
徳
光
佐
栄
子
、
河
崎
裕
子
お
よ
び
武
田
幸
子
（
元
当
館
職
員
）
が
あ
た
っ
た
。
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１

 

 

天
保
５
年

７ 

石
川
河
北
両
郡
村
々
出
来
之
葉
藍
売
買
代
銀
相
滞
百
姓
難
義
ニ
付
願
上

 

 

天
保
６
年 

続
紙 
�
�
� 
１

石
川
・
河
北
郡
村
々
惣
代
↓
御
改
作
方
御
郡
御
奉
行
所

８ 

近
岡
村
近
宗
七
右
衛
門
ヨ
リ
出
之
粉
藍
喜
右
衛
門
江
御
渡
願

 

 

酉
９
月
９
日 

切
紙  
�
�
�
１

広
瀬
五
平
↓
大
河
端
村
六
右
衛
門

漁　
　
　

業

９ 

漁
業
組
合
費
用
中
勘
金
受
取 

　

月
２
日 

切
続
紙 
�
� 
１

１２

本
野
↓
宮
本

鉱　
　
　

業

　
 

金
借
用
願 

明
治　

年
８
月
９
日 

切
続
紙 
�
� 
２

１０

２８

大
酢
又
次
郎
↓
宮
本
六
右
衛
門

　
 

波
佐
羅
山
之
出
金
請
求 

明
治　

年
６
月　

日 

切
続
紙 
�
� 
１

１１

２９

１８

い
せ
き
↓
宮
六
・
本
野
・
南
谷　
（
封
）
伊
関
与
吉
郎
↓
本
野
仁
平

　
 

鉱
山
費
割
当
出
金
請
求
書 

８
月　

日 

切
続
紙 
�
� 
１

１２

１０

金
沢 
伊
関
与
吉
郎
↓
本
野
仁
平
・
南
屋
次
郎
右
衛
門
・
宮
本
六
右
衛
門

　
 

山
ノ
掛
り
金
渡
方
ニ
付
願 

　

月　

日 

切
紙  
�
�
�
１

１３

１２

１７

五
十
嵐
友
儀
↓
宮
本
六
右
衛
門

製　

造　

業

　
 
「
金
沢
城
扇
舗 
松
栢
亭
折
」
印 

未
詳 

印
章 
�
�
� 
１

１４（
藁
産
業
）

　
 

縄
・
わ
ら
じ
代
銀
月
締
算
用 

午
３
月
３
日 

長
帳
３ 
�
� 
１

１５

南
新
保
村
肝
煎
善
四
郎
↓
諸
江
村
肝
煎
佐
次
右
衛
門

　
 

縄
等
本
勘
算
用
御
達
之
表
之
外
附
落
分
書
上 

折
紙 
�
�
� 
１

１６
 

 

午
５
月　

日
１７

　
 

藁
産
業
之
品
金
石
見
留
問
屋
迄
指
出
品
并
代
銀
藁
等
指
引
書

１７

 

未
詳 

長
帳
４  
�
�
１

〔
大
河
端
村
・
三
ツ
屋
村
・
三
口
村
・
須
崎
村
・
近
岡
村
・
直
江
村
・
北

間
村
〕

8　

金
融
・
貸
借

１ 

不
足
銀
取
立
帳 

 

長
帳　
 
�
� 
１

３７

宮
前
六
右
衛
門 

天
保　

年
正
月
（
―
明
治
３
年
）

１３

２ 

銀
子
借
用
証
文 

弘
化
４
年
７
月 

切
紙 
�
�
� 
１

田
邊
長
太
郎
↓
大
河
端 
六
右
衛
門

３ 

年
賦
証
文 

嘉
永
４
年
３
月 

一
紙 
�
�
� 
１

加
藤
波
江
↓
大
河
端
村
六
右
衛
門

４ 

東
屋
喜
助
炭
代
銀
月
年
賦
証
文 

嘉
永
７
年　

月 

一
紙 
�
�
� 
１

１２

板
屋
庄
右
衛
門
↓
大
河
端
村
六
右
衛
門

５ 

銀
子
借
用
証
文 

寅
７
月　

日 

切
紙 
�
�
� 
１

１４

常
福
寺 
左
衛
門
督
↓
大
河
端 
六
右
衛
門
・
仁
兵
衛

６ 

森
屋
徳
兵
衛 
炭
代
残
銀
年
賦
証
文 

一
紙  
�
�
�
１

 

慶
応
３
年　

月
１０

請
人
清
水
五
左
衛
門
・
北
村
伊
大
夫
↓
大
河
端
村
六
右
衛
門

７ 

丁
銭
手
形 

慶
応
４
年
７
月 

切
紙 
�
�
� 
１

杉
本
作
左
衛
門
台
所
↓
大
河
端
村
六
右
衛
門

８ 

銀
子
并
米
借
用
証
文 

明
治
元
年
７
月 

一
紙 
�
�
� 
２

加
藤
亥
大
夫
↓
大
河
端
村
六
右
衛
門
、（
奥
書
）
神
保
武
大
夫

一
五

宮
本
文
庫
目
録



９ 

銀
子
借
用
証
文 

明
治
２
年
２
月 

一
紙 
�
�
� 
１

大
河
端
村
肝
煎
六
右
衛
門
↓
石
浦
屋
与
三
兵
衛

　
 

米
受
取 

卯
正
月　

日 

切
紙 
�
�
� 
１

１０

２２

加
藤
波
江
内 
中
村
源
大
夫
↓
大
河
端
六
右
衛
門

　
 

銀
子
預
り 

卯　

月　

日 

切
紙 
�
�
� 
１

１１

１１

２２

戎
屋
与
四
郎
↓
大
川
端
村
六
右
衛
門

　
 

白
井
亥
太
郎
様
御
取
立
物
初
掛
銀
請
取 

切
紙 
�
�
� 
１

１２
 

 

う　

月
６
日

１２

（
酒
造
所
）
松
永
屋
久
右
衛
門
↓
大
河
端 
六
右
衛
門

　
 

台
処
取
立
物
初
掛
銀
請
取 

卯　

月　

日 

切
紙 
�
�
� 
１

１３

１２

２６

菊
池
十
六
郎
台
所
↓
大
河
端 
六
右
衛
門

　
 

銀
子
預
り
証
文 

卯　

月　

日 

切
続
紙 
�
� 
１

１４

１２

２９

能
登
屋
喜
丞
↓
大
川
端
六
右
衛
門

　
 

保
銀
手
形 

卯　

月
晦
日 

切
紙 
�
�
� 
１

１５

１２

笹
屋
慶
次
郎
↓
大
河
端 
六
右
衛
門

　
 

米
受
取 

た
つ
正
月
９
日 

切
紙 
�
�
� 
１

１６

加
藤
波
江
台
所
↓
大
河
端
村
六
右
衛
門

　
 

米
請
取 

辰
３
月　

日 

切
紙 
�
�
� 
１

１７

２７

加
藤
波
江
台
所
↓
大
河
端
村
六
右
衛
門

　
 

保
銀
預
り
手
形 

辰
７
月　

日 

切
紙 
�
�
� 
１

１８

１４

神
保
↓

　
 

銀
子
預
置 

辰　

月
９
日 

切
紙 
�
�
� 
１

１９

１２

酒
見
村
久
次
郎
↓
大
川
端
村
六
右
衛
門

　
 

初
掛
銀
請
取
証
文 

酉
７
月 

切
紙 
�
�
� 
１

２０

辻
多
門
内 
山
村
甚
左
衛
門
↓
大
河
端
村
六
右
衛
門

　
 

蚊
爪
次
兵
衛
指
引
書 

酉
８
月
―
卯 

長
帳
５ 
�
� 
１

２１
　
 

米
受
取 

酉　

月　

日 

切
紙 
�
�
� 
１

２２

１２

２９

加
藤
波
江
↓
大
河
端
村
六
右
衛
門

　
 

年
賦
米
証
文 

酉　

月 

切
紙 
�
�
� 
１

２３

１２

加
藤
波
江
↓
大
河
端
村
六
右
衛
門

　
 

杉
小
羽
・
牧
・
堅
炭
代
銀
書
上 

酉　

月 

切
続
紙 
�
� 
１

２４

１２

大
河
端
六
右
衛
門
↓
加
藤
波
江
様
御
台
所

　
 

石
動
米
請
取 

亥
６
月　

日 

切
続
紙 
�
� 
１

２５

１１

飯
田
台
所
↓
大
河
端
村
六
右
衛
門
方

　
 

銀
子
預
り 

４
月
６
日 

切
紙 
�
�
� 
１

２６

金
石 
五
宝
屋
又
四
郎
↓
宮
前
六
右
衛
門

　
 

銀
子
・
米
等
難
題
ニ
付
米
納
入
并
す
み
注
文

２７

加
藤
内
↓
六
右
衛
門 

　

月　

日 

切
紙  
�
�
�
１

１０

１１

　
 

預
り
金
清
算
報
告 

（
明
治　

年
）
丑
７
月　

日 
切
紙 
�
� 

１

２８

１０

１２

宮　

六
右
衛
門
↓
伊
関
庄
馬

　
 

貸
金
覚
帳 

明
治　

―　

年 

（
錯
簡
）
９ 
� 
１

２９

１２

１７

六
右
衛
門

　
 

金
請
取
并
借
用
書 

明
治　

年　

月
８
日 

切
続
紙 
�
� 
１

３０

１９

１２

羽
咋
郡
萩
市
村
樋
本
九
郎
兵
衛
↓
河
北
郡
向
粟
崎
村
夷
藤
与
四
郎
・
石

川
郡
大
河
端
村
宮
本
六
右
衛
門

　
 

金
借
用
証
書 

明
治　

年
７
月
１
日 

罫
紙 
�
�
� 
１

３１

３４

宮
本
六
右
衛
門
↓
沢
田
そ
と

　
 

金
請
取 

戌
３
月
９
日 

切
紙 
�
�
� 
１

３２

ト
キ 
林
彦
右
衛
門
・
受
人 
木
越
屋
与
平
↓
大
川
端
村
宮
本
六
右
衛
門

　
 

柳
瀬
与
九
郎
様
行
金
札
受
取 

戌
５
月
７
日 

切
紙 
�
�
� 
１

３３

五
宝
（
屋
）
又
四
郎
↓
宮
本
六
右
衛
門

一
六

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

型
態

墨付

点数

８　

金
融
・
貸
借　
　

９　

水　

運



　
 

富
木 
彦
右
衛
門
宛
金
銭
請
取 

１
月　

日 

切
続
紙 
�
� 
１

３４

３１

木
越
屋
与
兵
衛
↓
大
河
端
村
六
右
衛
門

　
 

利
足
金
催
促 

　

月　

日 

罫
紙 
�
�
� 
１

３５

１２

２５

沢
田
そ
と
↓
宮
本
六
右
エ
門

　
 

金
取
高
調
理 

未
詳 

折
紙 
�
�
� 
１

３６

9　

水　
　

運

１ 

大
野
湊
入
津
方
等
宮
腰
ヨ
リ
指
構
申
ニ
付
同
所
町
御
奉
行
并
御
郡
所

 

ヨ
リ
御
達
之
御
紙
面
及
落
着
御
書
立
之
写

大
野
浦 

寛
政
４
年　

月 

袋
綴　
  
�
�
１

１０

１５

２ 

大
河
端
村
ヨ
リ
近
江
町
四
十
物
問
屋
江
届
大
樽
物
等
浅
野
川
積
登
リ

 

分
荷
船
ノ
為
下
安
江
村
七
ツ
屋
之
後
口
河
道
開
削
ニ
付
取
極

 

文
政　

年
５
月 

続
紙  
�
�
�
１

１２

大
河
端
村
肝
煎
六
右
衛
門
・
組
合
頭
仁
兵
衛
・
同
八
郎
右
衛
門
・
同
次

郎
右
衛
門
↓
下
安
江
村
肝
煎
長
右
衛
門
・
組
合
頭
与
兵
衛
・
同
十
右
衛

門
・
同
吉
右
衛
門

３ 

浅
の
川
々
曳
荷
物
（
鉄
）
宮
腰
馬
借
等
指
留
ニ
付
御
詮
儀
願

大
野
村
役
人
連
名
↓ 

（
嘉
永
４
年
）
亥
３
月 

続
紙  
�
�
�
１

４ 

浅
の
川
船
積
運
送
荷
物
（
家
具
櫃
）
宮
腰
馬
借
差
押
之
件
御
詮
議
ニ
付

 

大
番
物
等
之
義
御
答
書
写 

安
政
６
年　

月 

袋
綴
４ 
�
� 
１

１０

大
河
端
村
荷
宿
中
等
（
大
河
端
村
肝
煎
六
右
衛
門
・
組
合
頭
仁
兵
衛
・

同
次
兵
衛
・
同
弥
右
衛
門
・
同
村
頭
振
市
右
衛
門
↓
田
井
村
次
郎
吉
）

５ 

御
塩
川
揚
仲
間
駄
賃
等
算
用
帳 

文
久
元
年　

月 

長
帳　
 
�
� 
１

１０

１１

大
河
端
村
仁
兵
衛
・
次
兵
衛
・
八
十
右
衛
門
・
六
右
衛
門

６ 

学
校
用
材
持
届
分
二
本
不
足
之
件
御
答
書 

続
紙  
�
�
�
１

大
河
端
村
六
右
衛
門
↓ 

慶
応
元
年
９
月

７ 

今
石
動
町
蔵
米
・
高
松
町
米
等
舟
積
申
渡 

切
続
紙 
�
� 
１

 

（
慶
応
元
年
）
丑　

月　

日

１１

１３

御
算
用
場
↓
加
州
御
郡
奉
行
中
・
改
作
御
奉
行
中

（
奥
書
１
）
瀬
川
久
右
衛
門
↓
石
川
河
北
両
御
郡
潟
縁
才
許
□
□
十
村

中　
（
奥
書
２
）
田
辺
次
郎
吉
↓
大
河
端
村
肝
煎
六
右
衛
門
・
御
用
組
合

頭
中

８ 

宿
立
願
書
附
写 

慶
応
２
年
１
月 

袋
綴
５ 
�
� 
１

大
河
端
村
荷
宿
等
（
石
川
郡
大
河
端
村
肝
煎
六
右
衛
門
・
組
合
頭
仁
兵

衛
・
同
次
兵
衛
・
同
弥
右
衛
門
↓
田
辺
次
郎
吉
）

（
奥
書
）
田
辺
次
郎
吉
↓
御
郡
所

９ 

西
蚊
爪
村
和
左
衛
門
等
并
東
蚊
爪
村
宇
兵
衛
舟
積
稼
相
始
申
ニ
付
御

 

指
留
之
書
付
写
等
一
件 

慶
応
２
年
２
月 

袋
綴　
 
�
� 
１

１４

①
慶
応
２
年
３
月　

大
河
端
村
肝
煎
六
右
衛
門
・
組
合
頭
仁
兵
衛
・
次

兵
衛
・
弥
右
衛
門
・
惣
代
次
郎
右
衛
門
・
浅
右
衛
門
・
伝
右
衛
門
・
三

四
郎
・
勘
左
衛
門
↓
田
辺
次
郎
吉　

②
慶
応
２
年
３
月　

西
蚊
爪
村
和

左
衛
門
・
長
右
衛
門
↓
田
辺
次
郎
吉　

③
（
慶
応
２
年
）
寅
３
月　

西

蚊
爪
村
和
左
衛
門
・
長
右
衛
門　

④
文
政　

年
７
月　

日　

林
久
太

１０

１２

夫
・
高
木
主
税
↓
淵
上
村
源
五
郎　

⑤（
慶
応
２
年
）
寅
４
月
９
日　

行

山
宝
次
郎
↓
石
川
河
北
郡
御
扶
持
人
中

　
 

舟
積
稼
方
御
指
免
願
書
附 

慶
応
２
年
３
月 

続
紙 
�
�
� 
１

１０

西
蚊
爪
村
和
左
衛
門
・
長
右
衛
門
↓
田
辺
次
郎
吉

　
 

舟
積
稼
札
写 

（
慶
応
２
年
）
寅
３
月 

切
続
紙 
�
� 
１

１１

西
蚊
爪
村
和
左
衛
門
・
長
右
衛
門

　
 

西
蚊
爪
村
并
東
蚊
爪
村
及
大
河
端
村
運
役
義
相
分
ニ
而
御
郡
所
ヨ
リ

１２
 

仰
渡
之
写 

 

一
紙 
�
�
� 
１

 

（
慶
応
２
年
）
寅
４
月
９
日

行
山
宝
次
郎
↓
石
川
・
河
北
郡
御
扶
持
人
中

一
七

宮
本
文
庫
目
録



　
 

中
嶋
町
并
浅
野
中
嶋
村
之
者
共
江
宮
腰
荷
物
町
持
指
止
仰
渡
願

１３
 

 

（
慶
応
２
年
）
寅
４
月 

続
紙 
�
�
� 
１

大
河
端
村
肝
煎
・
組
合
頭
↓
御
才
許
宛
所

　
 

宮
腰
材
木
運
送
稼
ニ
付
町
持
指
止
願 

続
紙 
�
�
� 
１

１４
 

（
慶
応
２
年
）
寅
４
月

大
河
端
村
肝
煎
六
右
衛
門
・
組
合
頭
仁
兵
衛
・
同
次
兵
衛
・
同
次
郎
右

衛
門
↓
田
井
村
次
郎
吉

　
 

宮
腰
・
大
野
一
ツ
之
地
ニ
被
仰
付
ニ
付
江
川
堀
立
御
達
書

１５
 

 

 

切
続
紙 
�
� 
１

 

（
慶
応
２
年
）
寅
５
月　

・　

日

２８

２９

御
算
用
場
↓
坂
井
三
郎
兵
衛
・
神
田
吉
郎
左
衛
門

（
奥
書
）
三
郎
兵
衛
・
吉
郎
左
衛
門
↓
金
石
町
年
寄
中

　
 

金
沢
届
之
荷
物
前
々
之
通
引
請
ニ
付
金
石
問
屋
江
対
シ
縮
方
申
上
帳

１６

 

慶
応
２
年
６
月 

袋
綴
３  
�
�
１

荷
宿
中
（
大
河
端
村
荷
宿
六
右
衛
門
・
同
仁
兵
衛
・
同
次
兵
衛
・
同
弥

三
右
衛
門
↓
金
石
町
問
屋
中
）

　
 

宮
腰
・
大
野
一
ツ
所
ニ
付
新
川
堀
立
一
件
大
野
ヨ
リ
願
書
上
写

１７

 

慶
応
２
年
６
月 

袋
綴
８  
�
�
１

大
河
端
村
〔
①
（
慶
応
２
年
）
寅
５
月　

日　

御
算
用
場
↓
坂
井
三
郎
兵

２８

衛
・
神
田
吉
郎
左
衛
門
、（
奥
書
）
寅
５
月　

日　

三
郎
兵
衛
・
吉
郎
兵

２９

衛
↓
金
石
町
年
寄
中　

②
慶
応
２
年
６
月　

金
石
町
組
合
頭
宗
吉
等

拾
七
人
連
名
↓
御
奉
行
所
、（
奥
書
）
肝
煎
六
郎
兵
衛
・
同
次
作
・
同
四

郎
兵
衛
〕

　
 

浅
野
川
筋
舟
積
運
送
方
ニ
付
弥
右
衛
門
方
ヨ
リ
願
書
附
写

１８

 

慶
応
３
年
６
月 

袋
綴
８  
�
�
１

①
慶
応
２
年
６
月　

村
中
↓
大
河
端
村
役
人
衆
中
（
荷
宿
四
軒
）
②
慶

応
２
年
７
月　

大
河
端
村
中
・
組
合
頭
弥
右
衛
門
↓
田
辺
次
郎
吉　

③

明
治
２
年
２
月　

大
河
端
村
惣
代
弥
右
衛
門
・
佐
次
右
衛
門
・
磯
右
衛

門
・
市
左
衛
門
・
与
三
右
衛
門
・
喜
兵
衛
・
弥
右
衛
門
↓
田
辺
次
郎
吉

　
　

村
方
之
内
ヨ
リ
荷
宿
四
人
之
稼
引
取
候
様
書
付
指
出
申
ニ
付
答
書
等

１９

 

慶
応
３
年
６
月 

袋
綴  
�
�
�
３

①
未
詳　
（
袋
綴
５
）
六
右
衛
門
・
仁
兵
衛
・
次
兵
衛
・
弥
三
右
衛
門

②
未
詳　
（
袋
綴
７
）

③
慶
応
３
年
６
月　
（
袋
綴
８
）
大
河
端
村
肝
煎
六
右
衛
門
・
組
合
頭
仁

兵
衛
・
同
次
兵
衛
・
弥
三
右
衛
門
↓
田
辺
次
郎
吉

　
 

荷
宿
四
人
之
稼
ニ
付
答
書
及
願
書
等
三
通
写 

袋
綴　
 
�
� 
１

２０

１３

①
慶
応
３
年
６
月　

大
河
端
村
肝
煎
六
右
衛
門
・
組
合
頭
仁
兵
衛
・
同

次
兵
衛
・
弥
三
右
衛
門
↓
田
辺
次
郎
吉

②
慶
応
４
年
５
月　

大
河
端
村
荷
宿
付
稼
人
籐
右
衛
門
等
連
名
六
拾

壱
人
↓
田
辺
次
郎
吉

（
奥
書
）
肝
煎
六
右
衛
門
・
組
合
頭
仁
兵
衛
・
次
兵
衛

③
明
治
２
年
３
月　

大
河
端
村
荷
宿
六
右
衛
門
等
四
人

　
 

今
石
動
町
米
舟
積
申
渡 

子　

月　

日 

切
続
紙 
�
� 
１

２１

１０

２２

御
算
用
場
↓
改
作
御
奉
行
中

（
奥
書
）
田
辺
次
郎
吉
↓
大
河
端
村
肝
煎
六
右
衛
門

　
 

舟
調
理 

午 

長
帳
３ 
�
� 
１

２２
　
 

潟
之
内
舟
積
ニ
被
仰
付
村
々
ヨ
リ
御
普
請
所
御
材
木
運
送
方
賃
銀
之

２３
 

義
ニ
付
願
上 

申
８
月 

続
紙 
�
�
� 
１

石
川
郡
戸
板
組
大
野
村
肝
煎
次
右
衛
門
・
組
合
頭
十
左
衛
門
・
同
仁
兵

衛
・
同
六
郎
兵
衛
・
同
藤
右
衛
門
・
同
兵
四
郎
・
同
又
四
郎
・
同
宗

吉
・
同
伝
次
郎
・
同
小
左
衛
門
、
同
組
無
量
寺
村
肝
煎
甚
兵
衛
・
組
合

頭
次
郎
右
衛
門
・
同
伊
兵
衛
・
同
三
郎
兵
衛
、
鞍
月
組
須
崎
村
組
合
頭

一
八

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

型
態

墨付

点数

９　

水　

運



惣
八
・
同
弥
右
衛
門
・
同
九
左
衛
門
、
同
大
河
端
村
肝
煎
六
右
衛
門
・

組
合
頭
仁
兵
衛
・
同
次
兵
衛
・
同
次
郎
右
衛
門
、
割
出
村
肝
煎
長
左
衛

門
・
組
合
頭
次
郎
右
衛
門
・
同
次
兵
衛
、
直
江
村
肝
煎
吉
右
衛
門
・
組

合
頭
市
左
衛
門
・
同
与
四
右
衛
門
、
近
岡
村
肝
煎
次
兵
衛
・
組
合
頭
源

右
衛
門
・
同
藤
右
衛
門
、
御
供
田
村
肝
煎
伊
助
・
組
合
頭
善
四
郎
・
同

弥
三
兵
衛
、
大
友
村
肝
煎
吉
右
衛
門
・
組
合
頭
仁
左
衛
門
、
戸
水
村
肝

煎
市
左
衛
門
・
組
合
頭
与
次
兵
衛
・
同
勘
兵
衛
・
同
吉
兵
衛
↓

　
 

南
部
材
木
大
野
浦
入
津
之
儀
宮
腰
指
構
ニ
付
懸
合
之
趣
意

２４

 

未
詳 

袋
綴
５  
�
�
１

　
 

宮
腰
御
詰
塩
浅
野
川
為
川
登
之
折
之
扱
ニ
付
大
河
端
村
之
者
共
江
御
達

２５

 

未
詳 

切
続
紙  
�
�
１

御
算
用
場
↓
加
州
御
郡
奉
行
中

（
奥
書
）
内
藤
十
兵
衛
↓
田
井
村
次
郎
吉

　
 

御
収
納
米
舟
積
運
送
見
合
札 

未
詳 

木
札 
�
�
� 
１

２６

石
川
郡
鞍
月
組
大
河
端
村

（
舟
荷
・
運
賃
等
、
取
引
証
文
・
留
帳
等
）

　
 

御
上
米
駄
賃
等
算
用
帳 

明
治
４
年
２
月 

長
帳　
 
�
� 
１

２７

１３

大
河
端
村
六
右
衛
門

　
 

万
買
込
帳 

明
治
６
年
１
月 

長
帳　
 
�
� 
１

２８

２８

宮
本
六
右
衛
門

　
 

大
角
等
炭
納
品
書
上
（
断
簡
） 

子
正
月　

日 

折
紙 
�
�
� 
１

２９

２８

　
 

材
木
値
段
見
積 

子
３
月　

日 

切
紙 
�
�
� 
１

３０

２２

早
か
や
治
吉
↓
大
河
端
村
六
右
衛
門

　
 

材
木
代
銀
書
上 

子
４
月　

日 

切
紙 
�
�
� 
１

３１

１６

近
岡
屋
与
右
衛
門
↓
大
河
端
村
六
右
衛
門

　
 

玄
米
・
餅
白
米
ニ
付
取
極 

丑
正
月
５
日 

切
紙 
�
�
� 
１

３２

加
州
金
沢
十
間
町
御
用
御
料
理
所
卯
辰
屋
太
右
エ
門
↓
大
河
端
六
右

衛
門

　
 

荷
宿
割
当
荷
物
覚 

未
６
月
７
日 

長
帳
９ 
�
� 
１

３３
　
 

去
年
以
来
預
り
古
鉄
も
ら
い
願 

未
７
月
９
日 

切
紙 
�
�
� 
１

３４

有
屋
↓
大
六

　
 

炭
代
銀
受
取 

酉
７
月 

切
紙 
�
�
� 
１

３５

大
河
端
村
六
右
衛
門
↓
金
吹
万
吉

　
 

鍋
箇
九
箇
請
取 

戌
３
月　

日 

切
紙 
�
�
� 
１

３６

１０

河
嘉
屋
（
河
端
屋
嘉
左
エ
門
）
↓
越
野
六
郎
右
衛
門

　
 

瓦
受
取 

戌
４
月　

―　

日  
�
切
続
紙
・
切
紙　

３

３７

１８

２０

五
宝
（
屋
）
又
四
郎
↓
大
川 
六
右
衛
門

　
 

家
材
木
古
木
受
取 

戌
４
月　

日 

切
続
紙 
�
� 
１

３８

２２

五
宝
（
屋
）
又
四
郎
↓
宮
前
六
右
衛
門

　
 

古
石
・
板
石
・
瓦
・
古
木
板
受
取 

切
紙 
�
�
� 
１

３９
 

 

戌
４
月　

日
２３

五
宝
（
屋
）
又
四
郎
↓
大
川
六
右
衛
門

　
 

炭
運
賃
受
取 

戌
５
月　

日 

切
続
紙 
�
� 
１

４０

２１

木
谷
久
三
郎
↓
大
川 
六
右
衛
門

　
 

五
宝
屋
又
四
郎
様
口 
炭
・
牧
木
等
荷
物
覚
（
断
簡
） 

折
紙  
�
�
�
１

４１
 

 

２
―
４
月

　
 

炭
代
御
渡
し
願
（
委
任
状
） 

３
月
２
日 

切
紙 
�
�
� 
１

４２

加
州
金
沢
料
店 
周
楽
軒
↓
大
川

　
 

鍋
三
拾
箇
請
取 

３
月
７
日 

切
続
紙 
�
� 
１

４３

五
宝
（
屋
）
又
四
郎
↓
宮
前 
六
右
衛
門

　
 

か
た
す
め
売
渡 

３
月　

日 

切
紙 
�
�
� 
１

４４

２３

直
江
屋
仁
平
↓
新
屋
久
兵
衛

　
 

旅
籠
・
酒
等
代
銭
書
上 

３
月　

日 

切
紙 
�
�
� 
１

４５

２９

□
□
屋
八
兵
衛
↓
上

一
九

宮
本
文
庫
目
録



　
 

古
木
板
等
預
り 

４
月　

日 

切
紙 
�
�
� 
１

４６

１０

五
宝
（
屋
）
又
四
郎
↓
大
川
端 
宮
前 
六
右
衛
門

　
 

米
等
荷
物
覚
（
断
簡
） 

５
月　

日 

切
紙 
�
�
� 
１

４７

１１

〔
� 
谷
村
武
右
衛
門
等
・
孫
右
衛
門
口
、
同
村
伊
兵
衛
口
、
柴
垣
村
作
次

郎
口
〕

　
 

粟
崎
よ
り
貰
水
掛
り
銀
（
断
簡
） 

５
月 

切
紙 
�
�
� 
１

４８
　
 

七
尾
行
鍋
拾
箇
請
取 

６
月
３
日 

切
紙 
�
�
� 
１

４９

三
井
店
↓
大
川
六
右
衛
門

　
 

孫
三
郎
様
口 
炭
等
荷
物
覚
（
断
簡
）６
―
８
月 

長
帳  
�
�
�
１

５０
　
 

運
賃
等
諸
事
書
上 

９
月　

日 

折
紙 
�
�
� 
１

５１

２７

　
 

六
拾
束
請
取 

　

月　

日 

薄
板 
�
�
� 
１

５２

１２

２６

三
社
町
村
田
↓

　
 

請
取
駄
賃
御
渡
願
印 

未
詳 

木
版 
�
�
� 
１

５３

大
河
端 
六
右
衛
門

　
 

代
銭
書
上 

未
詳 

切
紙 
�
�
� 
１

５４

東
楽
□
□
□

　
 

次
右
衛
門
払
に
関
す
る
算
用 

未
詳 

折
紙 
�
�
� 
１

５５
　
 

細
屋
炭
調
理 

未
詳 

折
紙 
�
�
� 
１

５６
　
 

戸
板
組
ノ
分
等
荷
物
覚 

未
詳 

折
紙 
�
�
� 
１

５７
　
 

炭
運
賃
中
勘
金
請
取 

明
治
７
年
３
月　

日 

切
紙 
�
�
� 
１

５８

２３

三
井
与
録
・
手
代
弥
平
↓
宮
本
六
右
衛
門

　
 

炭
代
受
取 

明
治
７
年
５
月
３
日 

切
続
紙 
�
� 
１

５９

寺
井
文
平
↓
宮
本
六
右
衛
門

　
 

炭
運
賃
受
取 

明
治
７
年
７
月
５
日 

切
続
紙 
�
� 
１

６０

木
谷
久
三
郎
・
代 
八
十
吉
↓
宮
本
六
右
衛
門

　
 

炭
代
請
取 

明
治
７
年
７
月
６
日 

一
紙 
�
�
� 
１

６１

ト
キ 
寺
井
文
平
↓
大
河
端
村
宮
本
六
右
衛
門

　
 

諸
荷
物
覚
帳
（
・
人
足
帳
・
小
遣
帳
・
屎
物
記
） 

長
帳　
  
�
�
１

６２

１０７

宮
本
六
右
衛
門 

明
治
９
年

　
 

三
升
釜
代
金
受
取 

明
治　

年　

月 

切
紙 
�
�
� 
１

６３

１０

１２

武
村
弥
吉
↓
大
河
ば
た
宮
本
六
右
衛
門

　
 

能
州
金
砂
粉
ニ
付
世
話
方
依
頼 

明
治　

年
８
月　

日 

切
続
紙 
�
� 
１

６４

１９

１５

油
谷
茂
三
郎
↓
宮
本
六
右
衛
門

　
 

屎
物
控
帳 

明
治　

年
１
月 

横
帳
６ 
�
� 
１

６５

２０

大
河
端
村
宮
本
六
右
衛
門

　
 

万
日
記 

明
治　

年
１
月
（
―　

年
１
月
）

６６

２２

２３

宮
本
六
右
衛
門 

 

横
帳　
 
�
� 
１

５３

　
 

瓦
送
付
ニ
付
通
知 

明
治　

年
８
月　

日 

は
が
き 
�
� 
１

６７

２３

１５

高
田
又
四
郎
↓
宮
本
六
右
衛
門

　
 

運
賃
代
米
書
上 

明
治　

―　

年 

切
続
紙 
�
� 
１

６８

３７

３９

　
 

三
十
七
〜
三
十
九
年
度
運
賃
代
米
等
精
算
願 

切
続
紙  
�
�
１

６９

 

明
治　

年
２
月
１
日

４０

宮
本
六
右
衛
門
↓
坂
戸
長
松

　
 

材
木
等
代
金
請
求 

（
明
治　

年
）
８
月 

切
続
紙 
�
� 
１

７０

４１

宮
本
↓
宮
本
六
右
衛
門

　
 

材
木
代
金
等
請
求 

（
明
治　

年
）
２
月　

日 

切
続
紙 
�
� 
１

７１

４２

１９

宮
本
次
右
衛
門
↓

　
 

武
村
様
炭
遣
炭
受
取 

丑
８
月　

日 

切
紙 
�
�
� 
１

７２

２６

大
河
端
村
宮
本
六
右
衛
門
↓
粟
ヶ
崎 
松
戸
屋

　
 

二
升
鍋
八
箇
・
一
升
五
合
煎
鍋
二
箇
代
金
請
求 

切
続
紙  
�
�
１

７３

 

戌
１
月　

日
２４

加
陽
金
府 
武
村
弥
吉
↓
宮
本
六
右
衛
門

二
○

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

型
態

墨付

点数

９　

水　

運



　
 

炭
売
代
金
取
替
〆
高
・
奥
郡
塩
代
金
・
船
運
賃
等
請
取 
切
続
紙  
�
�
１

７４

三
井
与
録
↓
宮
本
六
右
衛
門 
戌
４
月

　
 

運
賃
高
請
取 

戌
５
月　

日 

切
続
紙 
�
� 
１

７５

１２

三
井
与
録
店
↓
宮
本
六
右
衛
門

　
 

炭
代
金
請
取 

戌
５
月 

切
続
紙 
�
� 
１

７６

三
井
与
録
↓
大
川
端
村
宮
本
六
右
衛
門

　
 

鍋
荷
弐
拾
五
箇
受
取 

戌
６
月
５
日 

切
続
紙 
�
� 
１

７７

五
宝
（
屋
）
又
四
郎
↓
武
村
弥
吉

　
 

金
銭
お
渡
分
記
帳
願 

戌
６
月
６
日 

切
紙 
�
�
� 
１

７８

加
陽
金
府
武
村
弥
吉
↓
宮
本
・
御
セ
話
方

　
 

炭
代
金
等
請
取 

戌
６
月 

切
続
紙 
�
� 
１

７９

三
井
与
録
↓
宮
本
六
右
衛
門

　
 

炭
代
金
等
受
取 

戌
６
月 

切
紙 
�
�
� 
１

８０

大
河
端
村
宮
本
六
右
衛
門
↓
周
楽

　
 

杉
小
羽
等
代
銭
受
取 

戌
８
月
６
日 

切
続
紙 
�
� 
１

８１

三
井
与
録
↓
宮
本
六
右
衛
門

　
 

武
弥
様
鍋
荷
畠
次
右
衛
門
受
取 

３
月　

日 

切
続
紙 
�
� 
１

８２

１０

五
又
（
五
宝
屋
又
四
郎
）
↓
宮
六

　
 

材
木
代
金
請
求 

３
月　

日 

切
続
紙 
�
� 
１

８３

２２

油
左
兵
衛
↓
宮
本

　
 

鍋
箇
拾
箇
預
置 

４
月　

日 

切
紙 
�
�
� 
１

８４

１０

五
宝
（
屋
）
又
四
郎
↓
武
村
弥
吉
等

　
 

大
川 
仁
太
郎
船 
鉄
砲
玉
四
拾
箇
請
取
駄
賃
御
渡
願 

切
紙  
�
�
�
１

８５

五
宝
又
四
郎
↓
越
野
甚
平 

４
月　

日
２１

　
 

材
木
代
金
受
取 

８
月　

日 

切
続
紙 
�
� 
１

８６

１５

宮
本
次
右
エ
門
↓
宮
本
六
右
エ
門

　
 

松
な
り
・
中
堅
炭
代
金
受
取 

８
月　

日 

切
紙 
�
�
� 
１

８７

１７

向
屋
↓
宮
本
六
右
衛
門

　
 

材
木
等
代
金
請
求 

８
月 

切
続
紙 
�
� 
１

８８

宮
本
↓
宮
本
六
右
衛
門

　
 

米
代
金
受
取 

　

月　

日 

切
紙 
�
�
� 
１

８９

１０

１８

角
間
↓
宮
六

　
 

米
代
金
受
取 

　

月　

日 

切
紙 
�
�
� 
１

９０

１１

１９

辻
↓
宮
本

　
 

材
木
代
金
請
求　
 

　

月 

切
紙 
�
�
� 
１

９１

１１

宮
本
次
右
衛
門
↓
宮
本
六
右
エ
門

　
 

炭
代
金
書
上 

（　

月
）
１
日 

切
続
紙 
�
� 
１

９２

１２

南
屋
↓
宮
本
六
右
衛
門

　
 

米
代
金
受
取 

　

月　

日 

切
紙 
�
�
� 
１

９３

１２

２２

角
間
店
↓
宮
六

　
 

米
代
金
受
取 

　

月　

日 

切
紙 
�
�
� 
１

９４

１２

２２

角
間
店
↓
宮
六

　
 

米
代
金
受
取 

　

月　

日 

切
紙 
�
�
� 
１

９５

１２

２８

辻
↓
宮
本

　
 

材
木
等
代
金
請
求 

　

月 

切
紙 
�
�
� 
１

９６

１２

宮
本
↓
宮
本
六
右
エ
門

　
 

武
村
様
・
寺
文
様
炭
調
理 

未
詳 

切
紙 
�
�
� 
２

９７
　
 

材
木
代
金
書
上 

未
詳 

切
紙 
�
�
� 
１

９８

竹
俣
弥
三
郎
↓
宮
本
六
右
衛
門

　
 

陸
運
会
社
鑑
札
（
金
石
駅
） 

未
詳 

木
札 
�
�
� 
１

９９

陸
運
会
社
↓
第
七
区
大
河
端
村
六
右
衛
門

 

二
一

宮
本
文
庫
目
録



　
　

宗　
　

教

10
仏　
　
　

教

１ 

御
俗
姓 

嘉
永
４
年 

袋
綴
６ 
�
� 
１

浅
野
村
六
兵
衛

２ 

御
坊
講
中
札 

安
政
６
年
７
月 

木
札 
�
�
� 
１

墨
書
「
大
河
端
村
六
右
衛
門
」、
焼
印
「
石
川
」

３ 

随
喜
講
帳　

能
州
惣
持
寺
様
御
取
立
分 

長
帳　
 
�
� 
１

１１

 

万
延
元
年
（
―
明
治
４
年
）

４ 

惣
持
寺
随
喜
講
拾
壱
番
会
懸
銀
割
当
分
指
出
通
達 

切
続
紙  
�
�
１

 

（
慶
応
元
年
）
丑　

月　

日

１０

１４

田
辺
次
郎
吉
↓
大
河
端
村
肝
煎
六
右
衛
門

５ 

月
並
御
講
大
河
端
村
中
順
廻
宿
札 

木
札 
�
�
� 
１

 

 

慶
応
２
年
正
月

６ 

茂
三
郎
道
場
跡
継
ニ
付
取
斗
願 

未
詳 

切
続
紙 
�
� 
１

７ 

茂
三
郎
江
御
僉
儀
之
上
御
高
并
御
堂
内
仏
等
御
渡
願 

続
紙  
�
�
�
１

 

辰
９
月

大
河
端
村
百
姓
故
伊
右
衛
門
後
家
む
め
・
同
村
同
人
悴
茂
三
郎
・
同
村

故
伊
右
衛
門
後
家
兄
弥
右
衛
門
↓
御
郡
御
奉
行
所

（
奥
書
）
肝
煎
六
右
衛
門
・
組
合
頭
仁
兵
衛
・
同
八
郎
右
衛
門
・
同
次
郎

右
衛
門

８ 

組
御
講
志
記
帳 

明
治
２
年
６
月　

日 

長
帳
６ 
�
� 
１

１０

大
河
端
村
六
右
衛
門

９ 

御
坊
里
講
中
札 

未
詳 

木
札 
�
�
� 
１

　
 

三
箇
条
御
趣
意
并
法
主
様
添
直
書
写 

袋
綴
５ 
�
� 
１

１０

寺
務
所
↓ 

明
治
５
年　

月
１０

　
 

相
続
講
加
入
金
受
取 

明
治　

年
３
月
９
日 

木
版
・
切
紙  

１

１１

２０

金
沢
相
続
講
事
務
取
扱
所
↓
宮
本
六
右
衛
門

　
 

法
苑
の
か
を
り 

明
治　

年
４
月
１
日 

書
冊　
 
�
� 
１

１２

３３

１２

徳
山
現
道
編
輯
兼
発
行

　
 

日
本
大
菩
提
会
趣
意
書　

附
覚
王
殿
予
定
平
面
図
（
六
千
分
ノ
一
）

１３

 

明
治　

年
６
月　

日 

印
刷  
�
�
�
１

３３

１１

日
本
大
菩
提
会
本
部
、
京
都 
法
会
社
印
行
、
伊
藤
満
作
作
図

　
 

紀
念
大
法
要
御
取
持
紀
念
念
珠
進
呈
状 

一
紙  
�
�
�
１

１４

 

明
治　

年　

月
１
日

３４

１１

金
沢
教
務
所
↓
宮
本
六
右
衛
門

　
 

歎
異
鈔 

明
治　

年
３
月　

日 

書
冊　
 
�
� 
１

１５

３６

２８

３２

真
宗
大
学
内
丙
申
会
・
真
宗
東
京
中
学
内
制
心
会
・
代
表
藤
田
観
龍
発

行

　
 

本
山
寄
附
金
ニ
付
五
等
紀
功
章
等
許
与
状 

一
紙  
�
�
�
１

１６

 

明
治　

年　

月　

日

３９

１２

３１

本
山
寺
務
所
↓
宮
本
六
右
衛
門

　
 

本
山
整
理
寄
附
金
披
露
状 

明
治　

年
４
月　

日 

木
版
・
切
紙  

１

１７

４０

２４

本
山
出
納
部
↓
加
ゞ
国
石
川
郡
大
河
端
村
宮
本
六
右
衛
門

　
 

法
の
み
や
げ 

明
治　

年
４
月　

日 

書
冊　
 
�
� 
１

１８

４４

１９

１９

大
日
本
人
造
肥
料
株
式
会
社 
大
阪
支
社
発
行

　
 

法
の
宝　

第
二
百
六
十
二
号　

親
鸞
聖
人
と
意
訳
真
宗
聖
典

１９

 

大
正　

年　

月
１
日 

書
冊　
  
�
�
１

１１

１２

２４

　
 

御
開
山
聖
人
御
尉
子
塗
箔
御
済
家
具
等
代
金
寄
進
依
頼

２０

 

３
月 

切
紙  
�
�
�
１

常
福
寺
記
帳
場
執
事
↓
大
河
端
村
御
門
徒
中

　
 

大
極
上
々
惣
金
厨
子
手
付
銀
受
取 

切
紙  
�
�
�
１

２１

二
二

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

型
態

墨付

点数

　
　

宗　

教　
　
　
　

地
理
・
地
誌
・
紀
行

１０

１１



 

 

亥　

月
朔
日

１１

川
尻
屋
弥
三
右
衛
門
↓
大
河
端
村
六
右
衛
門

　
 

藤
野
弥
右
衛
門
母
葬
式
ニ
付
依
頼  

切
紙  
�
�
�
１

２２
 

 

３
月
４
日

常
福
寺
↓
大
河
端
村
宮
本
六
右
衛
門
・
本
野
仁
平

　
 

報
恩
講
執
行
案
内 

未
詳 

木
版
・
切
紙  

１

２３

木
越 
光
蓮
寺
↓
大
河
端 
宮
本 
宮
六

　
 

明
正
寺
頼
母
子
一
件
相
談
ニ
付
在
宅
願 

切
続
紙 
�
� 
１

２４
 

 

　

月
５
日

１２

七
ツ
屋
町 
手
下
政
五
郎
↓
宮
本
六
右
衛
門
・
南
谷
次
郎
右
衛
門
・
本
野

仁
兵
衛
・
中
伝
右
衛
門 
御
等

　
 

大
河
端
村
惣
門
徒
独
恩
講 
今
年
ヨ
リ
本
坊
勤
ニ
付
通
知
依
頼

２５

 

　

月
８
日 

切
続
紙  
�
�
１

１２

常
福
寺
住
職 
北
方
蒙
↓
宮
本
六
右
衛
門
・
本
野
仁
平
・
的
場
三
四
郎
・

的
場
市
左
衛
門
・
穴
田
喜
兵
衛
等

　
 

願
願
鈔 

未
詳  
�
�
�
�
印
刷
・
こ
よ
り
綴
７　

１

２６

広
文
堂
印
刷

　
 

正
信
偈
（
一
部
分
） 

未
詳  
�
�
�
�
�
�
手
写
・
袋
綴
３　

１

２７
　
 

帰
命
頂
礼
ほ
こ
り
た
ゝ
き 

未
詳  
�
�
�
�
�
�
手
写
・
袋
綴　
　

１

２８

１２

神　
　
　

道

　
 

御
宮
拝
殿
御
柱
建
御
祝
儀
（
断
簡
） 天
保
６
年
７
月　

日 

折
紙 
�
�
� 
１

２９

２１

大
河
端
村
（
後
欠
）

　
 

古
宮
人
路
切
所
御
願
申
上
之
写
帳
（
諸
入
用
図
り
書
） 

長
帳
８  
�
�
１

３０

大
河
端
村
六
右
衛
門 

弘
化
４
年
４
月

　
 

御
宮
御
本
社
再
建
帳
并
入
用
控 
 

長
帳　
 
�
� 
１

３１

１５

 

嘉
永
４
年
８
月
（
―
元
治
元
年　

月
）

１１

　
 
（
平
野
神
社
）
社
殿
落
成
ニ
付
御
遷
座
慶
賀
祭
礼
招
待
状

３２
 

附
盆
栽
・
煎
茶
会
券 

 

印
刷  
�
�
�
２

 

（
明
治　

年
）
９
月　

日

４１

１７

氏
子
総
代
高
木
新
次
郎
↓
石
川
郡
会
議
員
宮
本
六
右
衛
門

　
　

地
理
・
地
誌
・
紀
行

11
郷
土
資
料

１ 

手
鑑
覚
帳 

天
明
５
年
６
月 

横
帳　
 
�
� 
１

４２

桜
井
源
五
郎
時
庸

２ 

金
沢
市
明
細
図 

明
治　

年
５
月　

日
再
版

３４

３１

金
沢 
山
田
信
景
編
輯
兼
発
行  

�
�
�
�
�
�
�
�
�
彩
色
石
版　

１

角
書
「
訂
正
実
測
」

３ 

文
の
園　

第
百
七
十
号　

和
倉
あ
ん
内  
�
�
�
�
�
�
�
彩
色
・
書
冊　
　

１

１２

 

明
治　

年　

月　

日

３７

１２

１９

高
岡
市 
上
坂
外
喜
男
編
輯
、
塩
谷
活
版
所
発
行

４ 

北
の
都　

第
八
拾
号  
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
彩
色
印
刷
・
畳
物　

１

 

明
治　

年　

月　

日

３８

１１

１０

金
沢 
山
下
義
保
編
纂
兼
発
行
、
山
下
本
舗
発
行

５ 

石
川
鉄
道
名
所
案
内  

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
彩
色
印
刷
・
書
冊　
　

１

３４

 

大
正
４
年
６
月
３
日

石
川
鉄
道
株
式
会
社
編
纂
兼
発
行

６ 

加
賀
国
粟
津
鉱
泉
所
全
図 

未
詳 

印
刷 
�
�
� 
１

加
賀
国
粟
津
温
泉
所 
龍
山
堂
、
明
治
印
株
式
会
社
印
刷

７ 

新
野
々
市
・
鶴
来
間
時
刻
表 

未
詳 

彩
色
印
刷 
� 
１

石
川
鉄
道
株
式
会
社

 

二
三

宮
本
文
庫
目
録



道
中
記
・
諸
国
名
所

８ 

京
并
大
坂
名
所
覚
帳 

安
政
２
年
６
月
９
日 

横
帳　
 
�
� 
１

１２

久
松
所
持
、
角
書
「
西
山
・
東
山
」

９ 

本
願
寺
参
詣
者
細
呂
木
関
所
過
所
手
形 

切
続
紙  
�
�
１

 

（
安
政
７
年
）
申
閏
３
月　

日
１０

長
谷
部
甚
平
↓
細
呂
木
御
関
所

　
 

道
中
覚
帳 

安
政
７
年
３
月 

横
帳　
 
�
� 
１

１０

３０

　
 

上
方
道
中
日
記 

明
治
６
年
６
月
中
旬 

横
帳　
 
�
� 
１

１１

１０

加
賀
大
河
端 
宮
本
六
右
衛
門

　
 

日
光
山
両
社
全
図 

明
治　

年　

月　

日 

彩
色
印
刷 
� 
１

１２

４１

１１

１０

栃
木 
大
橋
兵
三
郎
発
行
、
大
売
捌
人 
日
光
町 
神
山
熊
吉

　
 

日
光
名
所
案
内
記  
�
�
�
�
�
�
�
� 

印
刷
・
書
冊　
　

１

１３

８７

 

明
治　

年
１
月　

日
再
版

４２

２５

鈴
木
民
之
輔
編
輯
兼
発
行
、
東
京 
国
粋
堂
発
行
、
日
光
町 
神
晃
堂
販
売
、

角
書
「
再
版
」

　
 

高
野
山
名
勝
画
帖 

（
大
正
５
年
３
月
）  
�
�
絵
は
が
き
９　

１

１４

（
珠
数
屋
四
郎
兵
衛
総
本
店
、）
高
野
山
開
創
壱
千
百
年
記
念

　
 

明
治
神
宮
郵
便
は
が
き　

謹
写
原
色
版  
�
�
�
�
彩
色
印
刷
・
は
が
き　

４

１５

 

大
正
９
年　

月
３
日

１１

日
本
葉
書
倶
楽
部
謹
製
、
明
治
神
宮
鎮
座
記
念

　
 

立
山
登
山
案
内
図 

未
詳 

彩
色
木
版 
� 
１

１６
　
 

曹
洞
宗
大
本
山
永
平
寺
全
図 

未
詳 

印
刷 
�
�
� 
１

１７

福
井 
奥
村
精
愛
堂
印
刷

　
 

大
谷
派
本
山
郵
便
は
が
き 

未
詳 

は
が
き 
�
� 
３

１８

本
山
蔵
版
、
神
戸
光
村
印
刷
株
式
会
社
印
刷

世
界
図
・
日
本
図

　
 

道
中
独
案
内
図 

文
化
５
年
９
月  
�
�
�
木
版
・
畳
物　

１

１９

江
戸
書
林 
満
原
屋
平
助
・
名
古
屋
書
林 
永
楽
屋
東
四
郎
・
京
都
書
林 

菊
屋
喜
兵
衛
等 
版
行
、
角
書
「
諸
国
案
見
」「
改
正
道
法　

駄
賃
附
」、
朱

印「
石
川
郡　

大
河
端　

六
右
衛
門
」

　
 

新
撰
万
国
地
図
（
訂
正
三
版
）  

�
�
�
�
�
�
�
�
彩
色
印
刷
・
書
冊
８　

１

２０

 

明
治　

年
３
月　

日

３３

２５

大
阪 
高
橋
熊
太
郎
編
著
、
是
石
辰
三
郎
閲
、
石
井
鉤
三
郎 
発
行

　
 

日
露
清
韓
枢
要
地
図
（
縮
尺
六
百
万
分
一
） 

彩
色
印
刷 
� 
１

２１

 

明
治　

年
２
月　

日

３７

２７

東
京 
青
野
友
三
郎
発
行
兼
編
輯
、
金
沢 
横
川
湊
文
堂
・
近
田
書
店
発
行

　
 

遼
陽
以
北
・
哈
拉
賓
間
戦
局
地
図
（
北
國
新
聞
第
四
千
八
十
九
号
附
録
）

２２

 

明
治　

年　

月
３
日 

印
刷  
�
�
�
１

３７

１１

北
國
新
聞
社 
発
行
、
勝
岡
良
吉 
発
行
兼
編
輯

　
 

旅
順
包
囲
攻
撃
図　

写 

未
詳 

彩
色  
�
�
�
１

２３

都　
　
　

市

（
京
都
）

　
 

京
名
所
独
案
内
（
文
化
新
板
） 

文
化
年
間  
�
�
�
�
木
版
・
袋
綴
４　

１

２４

角
書
「
東
山
・
西
山
」、
京 
菊
屋
長
兵
衛
板

　
 

京
名
所
独
案
内 

天
保　

年
春  
�
�
�
木
版
・
横
帳　
　

１

２５

１２

１１

池
田
東
籬
編
、
京
都 
竹
原
好
兵
衛
板

　
 

京
都
新
地
図
（
并
ニ
名
所
旧
跡
案
内
図
絵
）（
断
簡
）  
�
�
�
�
彩
色
石
版　

１

２６

 

明
治　

年
３
月　

日

２８

２０

村
松
発
次
郎
編
輯
、
佐
々
木
慶
助
発
行
、
須
磨
勘
兵
衛
発
行
兼
印
刷

 

二
四

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

型
態

墨付

点数

　
　

地
理
・
地
誌
・
紀
行　
　
　
　

学　

芸

１１

１２



（
東
京
）

　
 

鉄
道
院 
陸
海
軍
御
用
達
宿 
旅
館
若
葉
屋
案
内 

彩
色
印
刷 
� 
１

２７
 

 

未
詳

東
京
市 
若
葉
屋
、
附
「
汽
車
電
鉄
市
街
線
路
図
」「
東
京
名
所
（
見
物
順

序
）」

　
 

東
京
市
全
図
（
縮
尺
二
万
分
之
一
）
附
横
浜
市
（
縮
尺
二
万
六
千
六
百
分
之
一
）

２８

 

大
正　

年
３
月
１
日 

彩
色
印
刷  
�
１

１１

鳥
居
政
豊
著
、
雄
文
館
発
行
、
訂
正
有
、
第　

版
、
角
書
「
改
正
番
地
入
」

５３

「
最
新
」、
裏
面
「
東
京
遊
覧
案
内
並
ニ
電
車
案
内
」

　
　

学　
　

芸

12
教　

科　

書

（
往
来
物
）

１ 

増
補
書
状
大
全 

未
詳  
�
�
�
�
�
�
木
版
・
横
本　
　

１

１２０

玄
泉
堂 
戸
田
栄
治
著
、
墨
書
「
石
川
郡
大
河
端
村
六
右
衛
門
」

２ 

千
字
文 

未
詳  
�
�
�
�
�
�
手
写
・
小
本　
　

１

２５

３ 

今
川
状
並
腰
越
状 

未
詳  
�
�
�
�
�
�
木
版
・
中
本　
　

１

１０

大
坂 
玉
水
源
次
郎 
新
板

４ 

大
坂
状　

大
字
平
仮
名
附 

未
詳  
�
�
�
�
�
�
手
写
・
小
本
５　

１

５ 

道
歌
并
初
登
山
手
習
教
訓
書
写 

未
詳  
�
�
�
�
�
�
手
写
・
袋
綴
９　

１

６ 

手
習
本 

未
詳  
�
�
�
�
�
�
手
写
・
折
本　
　

１

７ 

文
の
枝
折　

等 

未
詳  
�
�
�
�
�
�
木
版
・
横
本　
　

１

５３

８ 

鞍
馬
状
等
写 

未
詳  
�
�
�
�
�
�
手
写
・
横
帳　
　

１

６４

９ 

風
月
往
来
等
写 

未
詳  
�
�
�
�
�
�
手
写
・
袋
綴　
　

１

１１

　
 

拝
状
等
写 

未
詳  
�
�
�
�
�
�
手
写
・
袋
綴　
　

１

１０

１２

（
教
科
書
）

　
 

小
学
習
字
帖　

第
二 

  
�
�
�
�
�
�
�
�
木
版
・
袋
綴　
　

１

１１

１８

 

明
治　

年
４
月
３
日
訂
正
再
版

２２

竹
内
�
次
郎
・
岡
本
照
景
編
輯
、海
石
村
田
浩
蔵
書
、金
沢 
益
智
館
発
行

（
墨
書
）「
宮
本
六
郎
」「
明
治
二
十
八
年
六
月
」

　
 

小
学
習
字
帖　

第
五  

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
木
版
・
袋
綴　
　

１

１２

１５

 

明
治　

年
４
月
３
日
訂
正
再
版

２２

竹
内
�
次
郎
・
岡
本
照
景
編
輯
、海
石
村
田
浩
蔵
書
、金
沢 
益
智
館
発
行

　
 

小
学
習
字
帖　

高
等
科　

第
九  
�
�
�
�
�
�
�
�
�
木
版
・
袋
綴　
　

１

１３

３０

 

明
治　

年
５
月　

日
訂
正
再
版

２２

３１

竹
内
�
次
郎
・
岡
本
照
景
編
輯
、海
石
村
田
浩
蔵
書
、金
沢 
益
智
館
発
行

（
墨
書
）「
宮
本
」

　
 

小
学
習
字
帖　

尋
常
第
三
学
年
上　

五  
�
�
�
�
�
�
木
版
・
袋
綴　
　

１

１４

２１

 

明
治　

年
７
月
１
日
訂
正
再
版

２７

倉
知
新
吾
編
輯
、
海
石
村
田
浩
蔵
書
、
金
沢 
益
智
館
発
行

（
墨
書
）「
宮
本
六
郎
」

　
 

小
学
習
字
帖　

尋
常
第
四
学
年
上　

七  
�
�
�
�
�
�
木
版
・
袋
綴　
　

１

１５

２１

 

明
治　

年
７
月
１
日
訂
正
再
版

２７

倉
知
新
吾
編
輯
、
海
石
村
田
浩
蔵
書
、
金
沢 
益
智
館
発
行

（
墨
書
）「
宮
本
六
郎
」

　
 

小
学
習
字
帖　

尋
常
第
四
学
年
下　

八  
�
�
�
�
�
�
木
版
・
袋
綴　
　

１

１６

２１

 

明
治　

年
７
月
１
日
訂
正
再
版

２７

倉
知
新
吾
編
輯
、
海
石
村
田
浩
蔵
書
、
金
沢 
益
智
館
発
行

（
墨
書
）「
大
河
端　

宮
本
六
郎
」

　
 

小
学
習
字
帖　

高
等
第
二
学
年
上　

三  
�
�
�
�
�
�
木
版
・
袋
綴　
　

１

１７

２１

 

明
治　

年
３
月
６
日

３１

海
石
村
田
浩
蔵
書
、
金
沢 
益
智
館
編
纂
・
発
行
・
印
刷

二
五

宮
本
文
庫
目
録



　
 

小
学
習
字
帖　

高
等
第
三
学
年
上　

五  
�
�
�
�
�
�
木
版
・
袋
綴　
　

１

１８

２１

 

明
治　

年
３
月
６
日

３１

海
石
村
田
浩
蔵
書
、
金
沢 
益
智
館
編
纂
・
発
行
・
印
刷

　
 

小
学
習
字
帖　

高
等
第
四
学
年
上　

七  
�
�
�
�
�
�
木
版
・
袋
綴　
　

１

１９

２１

 

明
治　

年
３
月
６
日

３１

海
石
村
田
浩
蔵
書
、
金
沢 
益
智
館
編
纂
・
発
行
・
印
刷

（
墨
書
）「
大
河
端
村　

宮
本
六
郎
」

　
 

小
学
習
字
帖　

高
等
第
三
学
年
下　

八  
�
�
�
�
�
�
木
版
・
袋
綴　
　

１

２０

２１

 

明
治　

年
３
月
６
日

３１

海
石
村
田
浩
蔵
書
、
金
沢 
益
智
館
編
纂
・
発
行
・
印
刷

　
 

毛
筆
画
手
本　

尋
常
小
学
第
二
学
年
用  
�
�
�
�
�
�
印
刷
・
書
冊　
　

１

２１

２６

 

明
治　

年　

月　

日
翻
刻

３８

１０

１９

文
部
省
著
作
兼
発
行
、
国
定
教
科
書
共
同
販
売
所
発
売
、
白
浜
徴
画
、
水

野
書
店
発
行

　
 

尋
常
小
学
修
身
書　

第
四
学
年
児
童
用  
�
�
�
�
�
�
印
刷
・
書
冊　
　

１

２２

５０

 

明
治　

年　

月　

日
翻
刻

３８

１２

１８

文
部
省
著
作
兼
発
行
、
国
定
教
科
書
共
同
販
売
所
発
売
、
南
江
堂
書
店

発
行　
（
記
名
）「
宮
本
秀
雄
」

　
 

尋
常
小
学
書
キ
方
手
本　

第
三
学
年
用
下  

�
�
�
�
印
刷
・
書
冊　
　

１

２３

３４

 

明
治　

年
６
月　

日
翻
刻

３９

２３

文
部
省
著
作
兼
発
行
、
国
定
教
科
書
共
同
販
売
所
発
売
、
日
高
秩
父
書
、

吉
岡
宝
文
館
発
行　
（
記
名
）「
宮
本
」

　
 

高
等
小
学
修
身
書　

第
一
学
年
児
童
用  
�
�
�
�
�
�
印
刷
・
書
冊　
　

１

２４

４５

 

明
治　

年
２
月　

日
翻
刻

４３

２８

文
部
省
著
作
兼
発
行
、国
定
教
科
書
共
同
販
売
所
発
売
、東
京
書
籍
発
行

（
教
科
書
類
写
）

　
 

理
科
帳
（
高
等
一
年
） 

  
�
�
�
�
�
�
�
�
手
写
・
横
帳　
　

１

２５

２６

宮
本
六
郎 

明
治　

年
４
月
５
日

３１

　
 

万
国
名
数
記
略
写 

未
詳 

袋
綴
６ 
�
� 
１

２６
　
 

日
本
地
誌
略
附
図
写 

未
詳 

彩
色　
 
�
� 
１

２７

２０

学　
　
　

事

　
 

石
川
教
育
恊
会
仮
規
則 

未
詳  
�
�
�
�
印
刷
・
こ
よ
り
綴
６　

１

２８

（
記
名
）「
宮
本
六
右
エ
門
」

　
 

石
川
教
育
恊
会
定
会
開
会
通
知 

明
治　

年
４
月　

日 

印
刷 
�
�
� 
１

２９

１８

２９

石
川
教
育
恊
会
↓
本
野
仁
平
・
宮
本
六
右
衛
門

（
封
）
神
保
小
太
郎
↓
大
河
端
村
宮
本
六
右
衛
門
等

　
 

石
川
教
育
恊
会
報
告 
第
弐
拾
四
―
三
十
七
号  
�
�
�
�
印
刷
・
書
冊　
　

３０

１４

石
川
教
育
恊
会 

明
治　

―　

年

１８

２０

　
 

石
川
教
育
脇
会
定
会
出
欠
伺 

明
治　

年
１
月　

日 

切
続
紙 
�
� 
１

３１

２０

１６

坪
野
↓
本
野
・
宮
本　
（
封
）
石
川
郡
諸
江
村
坪
野
佐
七
郎
↓
石
川
郡
大

河
端
村
宮
本
六
右
衛
門
等

　
 

石
川
教
育
恊
会
会
費
未
納
ニ
付
出
金
督
促 

は
が
き 
�
� 
１

３２

 

明
治　

年
５
月　

日

２０

１５

石
川
教
育
恊
会
↓
石
川
郡
大
河
端
村
宮
本
六
右
衛
門

　
 

育
英
社
奨
学
事
業
拡
張
趣
意
書  
�
�
�
�
�
�
�
彩
色
印
刷
・
書
冊
８　

２

３３

 

明
治　

年　

月

３５

１０

侯
爵 
前
田
利
為
・
育
英
社
副
総
裁
伯
爵 
前
田
利
同
・
育
英
社
副
総
裁

子
爵 
前
田
利
鬯　
（
墨
書
）「
宮
本
秀
雄
」（
①
）

　
 

組
合
聯
合
運
動
会
挙
行
通
知 

明
治　

年
５
月
５
日 

罫
紙 
�
�
� 
１

３４

４０

北
間
尋
常
小
学
校
↓
大
河
端
区
長
宮
本
六
右
エ
門

二
六

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

型
態

墨付

点数

　
　

学　

芸

１２



　
 

第
七
組
小
学
校
聯
合
運
動
会
挙
行
案
内 

印
刷 
�
�
� 
１

３５

 

明
治　

年
４
月　

日

４１

２８

石
川
郡
第
七
組
小
学
校
聯
合
運
動
会
長
・
上
金
石
尋
常
高
等
小
学
校
長

小
原
恒
貞
↓
郡
会
議
員
宮
本
六
右
衛
門

　
 

児
童
ニ
麦
黒
穂
抜
取
ラ
シ
ム
ル
ニ
付
依
頼  
�
�
�
�
�
印
刷
・
罫
紙　

１

３６

 

明
治　

年
５
月　

日

４１

１３

石
川
郡
北
間
尋
常
小
学
校
長
土
田
外
�
男
↓
大
河
端
区
長
宮
本
六
右

エ
門

　
 

組
合
小
学
校
第
五
学
年
合
同
学
業
演
習
会
挙
行
通
知 

罫
紙 
�
�
� 
１

３７

 

明
治　

年
７
月　

日

４１

２４

石
川
郡
北
間
尋
常
小
学
校
↓
大
河
端
区
長
・
学
務
委
員
宮
本
六
右
エ
門

　
 

紀
念
奨
学
資
金
ノ
方
へ
寄
附
金
受
領
証 

切
紙 
�
�
� 
１

３８

 

明
治　

年
１
月
６
日

４２

石
川
郡
潟
津
村
長
高
木
新
次
郎
↓
宮
本
六
郎

文　
　
　

芸

　
 

日
本
長
者
附
帳 

嘉
永
２
年
正
月
５
日 

横
帳　
 
�
� 
１

３９

１０

　
 

北
國
新
聞　

第
千
四
百
九
十
八
号 

新
聞 
�
�
� 
１

４０

勝
岡
良
吉
発
行
兼
編
輯 

明
治　

年
９
月　

日

３０

２９

　
 

博
覧
会
新
聞　

第
七
号
（
国
民
新
聞
号
外
） 

新
聞 
�
�
� 
１

４１

 

大
正　

年
３
月　

日

１１

２１

伊
藤
永
正
発
行
兼
編
輯
兼
印
刷
、
東
京 
国
民
新
聞
社
発
行

　
 

日
本
市
制
町
村
制
及
理
由
書 

明
治　

年
５
月　

日 

書
冊　
 
�
� 
１

４２

２１

１７

１９６

柳
沢
武
運
三
註
解
、
武
田
福
蔵
発
行
、
角
書
「
傍
訓
註
釈
」

　
 

戸
籍
届
書
式 

明
治　

年
８
月　

日 

書
冊　
 
�
� 
１

４３

３１

１９

１３９

米
川
章
雄
編
纂
・
発
行

　
 

万
暦
両
面
鑑 

文
政
７
年
重
刻 

木
版 
�
�
� 
１

４４

大
阪 
塩
谷
喜
助
・
塩
屋
長
兵
衛 
合
梓

　
 

神
武
紀
元
算
出
覚 

未
詳 

切
紙 
�
�
� 
１

４５
　
 

明
治
三
十
四
・
三
十
六
〜
四
十
二
年
略
暦 

印
刷 
�
�
� 
８

４６

 

明
治　

・　

―　

年　

月

３３

３５

４１

１１

神
宮
奉
齋
会
金
沢
本
部
編
輯
兼
発
行
、
北
地
武
明
印
刷

　
 

謡
本　

高
砂 

未
詳  
�
�
�
�
�
�
木
版
・
小
本　
　

１

４７

１４

　
 

謡
本　

高
砂 

未
詳  
�
�
�
�
�
�
木
版
・
袋
綴　
　

１

４８

１４

（
墨
書
）「
宮
本
六
右
衛
門
」

　
 

観
世
流
謡
本　

経
政 

正
徳
３
年
仲
春  
�
�
木
版
・
小
本　
　

１

４９

１０

二
条
通 
山
本
長
兵
衛
新
刊
、
墨
書
「
加
州
石
川
郡
大
河
端
村
三
太
郎
」

　
 

観
世
流
謡
本　

柴
蔀 

宝
暦
５
年
仲
春  
�
�
木
版
・
小
本
７　

１

５０

二
条
通 
山
本
長
兵
衛
新
刊

　
 

観
世
流
謡
本　

舟
弁
慶 

宝
暦
５
年
仲
春  
�
�
木
版
・
小
本　
　

１

５１

１５

二
条
通 
山
本
長
兵
衛
新
刊

　
 

観
世
流
謡
本　

田
村 

宝
暦
５
年
仲
春  
�
�
木
版
・
小
本　
　

１

５２

１３

二
条
通 
山
本
長
兵
衛
新
刊

　
 

小
野
道
風
青
柳
硯  

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
木
版
・
中
本　
　

１

５３

９８

 

宝
暦
４
年　

月
３
日

１０

竹
田
出
雲
・
吉
田
冠
子
・
中
邑
閏
助
・
近
松
半
二
・
三
好
松
洛
作

　
 

一
谷
嫩
軍
記  
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
木
版
・
中
本　
　

１

５４

９８

 

明
和
４
年
秋
再
板
改
正 

浅
田
一
鳥
・
浪
岡
鯨
児
・
並
木
正
三
・
難
波
三
蔵
・
豊
竹
甚
六
・
並
木

宗
輔
作
、
大
阪　

加
島
屋
清
助
等
版

　
 

一
谷
嫩
軍
記 
三
の
切 
熊
谷
陣
屋
段  
�
�
�
�
�
�
�
木
版
・
中
本　
　

１

５５

２３

 

 

未
詳

大
坂
船
町
天
満
屋 
玉
水
源
次
郎
新
板

二
七

宮
本
文
庫
目
録



　
 

本
朝
廿
四
孝 
四
段
目
切 
十
種
香
の
段

５６

 

未
詳  
�
�
�
�
�
�
木
版
・
中
本　
　

１

２３

大
坂
船
町
天
満
屋 
玉
水
源
次
郎
新
版
、（
墨
書
）「
宮
九
」

　
 

伽
羅
先
代
萩 
御
殿
の
だ
ん  

未
詳  
�
�
�
�
�
�
木
版
・
中
本　
　

１

５７

２９

墨
書
「
宮
六
」

　
 

絵
本
太
功
記 
十
冊
目 
尼
ヶ
崎
の
段  
�
�
�
�
�
�
�
木
版
・
袋
綴　
　

１

５８

３８

 

 

未
詳

大
阪
船
町 
加
嶋
屋
清
助
板　

角
書
「
再
板
」

　
 

仮
名
手
本
忠
臣
蔵 
第
八
段
目 
道
行
旅
路
嫁
入  
�
�
�
手
写
・
袋
綴
４　

１

５９

美
谷
鶴
林
所
持 

未
詳

　
 

千
本
桜
道
行 
恋
中
車
初
音
の
旅 

未
詳  
�
�
�
�
�
�
木
版
・
袋
綴
７　

１

６０

鴻
金
堂
板

　
 

千
両
幟
角
力
の
段 

未
詳  
�
�
�
�
�
�
木
版
・
中
本
７　

１

６１

常
磐
津
小
文
字
太
夫
直
伝
、
三
代
目
岸
澤
古
式
部
・
岸
澤
式
佐
・
岸
澤

文
左
エ
門
、
正
本
版
元　

神
田　

い
が
や
（
勘
右
衛
門
）、
外
題
「
関
取

千
両
幟
相
僕
之
段
」、
墨
書
「
美
谷
鶴
林
所
持
」

　
 

か
つ
ほ
う
り
等
稽
古
本 

文
久
元
年
９
月
朔
日
写 
袋
綴　
 
�
� 
１

６２

１０

美
谷
鶴
林
所
持

　
 

大
津
ゑ
ぶ
し  
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
彩
色
木
版
・
小
本　
　

１

６３

１４

 

安
政
５
年
初
春

芙
蓉
園
嬰
子
序
、
玉
の
門
笑
山
見
返
画
、
大
阪　

綿
屋
徳
太
郎
板
・
綿

屋
喜
兵
衛
板

　
 

よ
さ
ぶ
し
等
并
芝
居
興
行
記
録  
�
�
�
�
�
�
�
�
�
手
写
・
横
帳　
　

１

６４

１８

久
松
所
持 

文
久
元
年
３
月
（
・
同
２
年
）

　
 

版
木
「
ハ
イ
カ
イ　

一
方
評
入
花
六
穴
」
等 

版
木 
�
�
� 
１

６５

 

卯
月　

日
・
５
月
３
日

２５

　
 

艶
道
文
の
真
砂 

ひ
の
え
た
つ
の
秋
序  
木
版
・
小
本　
　

１

６６

４０

艶
道
文
屋
編
、（
題
箋
）「
艶
道
増
補　

恋
の
千
話
文
」

　
 

末
森
記  
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
手
写
・
袋
綴　
　

１

６７

３７

美
谷
鶴
林
作
・
所
持 

安
政
５
年
正
月　

日
１５

　
 

蘭
国
騒
動
一
件 
全
五
冊
之
内
初
編  
未
詳  
�
�
�
�
�
�
手
写
・
袋
綴　
　

１

６８

１９

美
谷
鶴
林
作 

　
 

唐
詩
選　

上
・
中
・
下 

慶
応
元
年  
�
�
�
�
�
小
本
・
木
版　

３

６９

済
南
李
挙
龍
撰
、
７
巻
３
冊　

①
上
（
木
版　

）　

②
中
（
木
版　

）

４９

４３

③
下
（
木
版　

）、（
記
名
）「
ミ
ヤ
モ
ト
」

４８

　
 
「
春
夏
秋
冬 
枩
願
鶴
扇
」
印 

未
詳 

印
章 
�
�
� 
１

７０

書　
　
　

画

　
 

画
帳　
　
　

宮
本
秀
雄 

未
詳  

�
�
�
�
�
�
こ
よ
り
綴　
　

１

７１

１６

　
 

観
音
画　
　

三
浦
□
山
画 

未
詳 

紙
本
彩
色 
� 
１

７２
　
 

自
在　
　
　

□
利
昇
運
画
・
賛 

未
詳 

紙
本
墨
画 
� 
１

７３
　
 

華　
　
　
　

春
夢
書 

未
詳 

一
紙 
�
�
� 
１

７４
　
 
（
詩
） 

未
詳 

一
紙 
�
�
� 
２

７５

　
　

宮　

本　

家

13
相
続
・
家
族
構
成
等

１ 

永
代
留
帳 

 

袋
綴　
 
�
� 
１

２８

大
河
端
村
宮
本
六
右
衛
門 

明
治
６
年
２
月
（
―
７
年　

月
）

１１

２ 

宮
本
六
右
エ
門
戸
籍
抄
本
写 

明
治　

年
４
月　

日 

一
紙 
�
�
� 
１

３４

２２

石
川
県
石
川
郡
潟
津
村
戸
籍
吏
高
木
松
太
郎
↓
宮
本
六
右
エ
門
、
前
田

吉
右
衛
門
へ
親
展

二
八

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

型
態

墨付

点数

　
　

学　

芸　
　
　
　

宮
本
家

１２

１３



３ 

国
勢
調
査
申
告
書 

大
正
９
年　

月
１
日 

一
紙 
�
�
� 
１

１０

世
帯
主
宮
本
六
右
衛
門
、
内
閣
臨
時
国
勢
調
査
局

４ 

親
類
・
家
内
・
雇
人
等
書
上
并
雇
銭
覚 

折
紙 
�
�
� 
１

 

 

未
詳

儀　
　
　

礼

５ 

長
女
安
産
報
知
等
書
状
下
書 

未
詳 

罫
紙 
�
�
� 
１

６ 

御
見
舞
人
等
名
書 

９
月
９
・　

日 

折
紙 
�
�
� 
１

１０

７ 

人
名
書 

　

月　

日
―　

月
３
日 
横
帳 
�
�
� 
２

１１

２８

１２

８ 

朝
前
・
夕
前
の
名
書 

未
詳 

折
紙 
�
�
� 
１

９ 

朝
膳
献
立
并
夕
方
献
立 

未
詳 

切
続
紙 
�
� 
２

　
 

献
立 

未
詳 

切
続
紙 
�
� 
１

１０（
冠
）

　
 

元
服
御
祝
義
帳
（
悴
久
松
拾
六
才
） 
嘉
永
６
年　

月 

長
帳
５ 
�
� 
１

１１

１１

（
婚
）

　
 

御
祝
儀
入
用
等
留
帳 

文
久
３
年
２
月
４
日 

長
帳
７ 
�
� 
１

１２
　
 

御
祝
儀
ニ
付
諸
事
留
帳 

文
久
３
年
２
月
４
日 

長
帳　
 
�
� 
１

１３

１２

　
 

祝
儀
等
書
上
帳 

未
詳 

長
帳
８ 
�
� 
１

１４
　
 

六
郎
婚
儀
ニ
付
祝
辞 

明
治　

年
３
月
（　

日
） 
一
紙  
�
�
�
１

１５

４１

２５

五
十
嵐
内
↓
宮
本
六
右
エ
門
・
六
郎

（
葬
儀
・
法
事
）

　
 

御
香
典
帳 

文
化
２
年
閏
８
月
９
日 
長
帳
５ 
�
� 
１

１６
　
 

御
香
奠
之
帳
（
母
様
六
十
壱
歳
） 

文
化　

年　

月　

日 

長
帳
５ 
�
� 
１

１７

１３

１０

１１

　
 

御
悔
并
香
奠
帳 

文
政　

年
７
月　

日 

長
帳
９ 
�
� 
１

１８

１３

１５

　
 

御
法
事
ニ
付
諸
入
用
控
帳 

天
保　

年
閏
正
月　

日 
長
帳
３ 
�
� 
１

１９

１２

１１

六
右
衛
門
宿

　
 

御
悔
并
御
香
奠
帳
（
俗
名
か
の
四
歳
） 

長
帳
５  
�
�
１

２０

 

明
治
４
年
８
月　

日
１４

　
 

御
悔
并
御
香
奠
帳
（
年
齢
三
拾
七
歳　

俗
名
今
六
右
衛
門
） 

長
帳
９  
�
�
１

２１

 

明
治
７
年
５
月　

日
２８

　
 

御
悔
并
御
香
奠
（
年
齢
十
九
才 
六
右
衛
門
娘
す
て
） 

長
帳
５  
�
�
１

２２

 

明
治
７
年
７
月　

日
１２

　
 

香
典
交
名
簿
（
養
母
俗
名
ヤ
オ
、
齢
六
十
七
年
） 

長
帳
７  
�
�
１

２３

六
右
衛
門 

明
治　

年
９
月　

日

１２

１９

　
 

葬
式
入
用
簿
（
養
母
俗
名
屋
尾
） 

明
治　

年
９
月　

日 

長
帳
７ 
�
� 
１

２４

１２

１９

六
右
衛
門

　
 

釈
立
善
菩
提
回
向
料
寄
納
領
収
証 

一
紙  
�
�
�
１

２５
 

 

大
正　

年
３
月　

日

１１

２１

信
州
善
光
寺
々
務
職 
永
代
宿
坊
甚
妙
坊
↓
宮
本
六
郎

　
 

法
名
覚 

未
詳 

折
紙 
�
�
� 
１

２６
　
 

御
香
典
書
上 

未
詳 

折
紙 
�
�
� 
１

２７
　
 

法
名
料
等
覚 

未
詳 

切
続
紙 
�
� 
１

２８

証　

書　

類

　
 

第
一
回
石
川
競
馬
優
等
証 

明
治　

年
８
月　

日 

用
紙 
�
�
� 
１

２９

３０

１６

畜
産
事
務
所
（
石
川
郡
鶴
来
所
轄
競
馬
事
務
所
）
↓
持
主
宮
本
六
右
衛

門
・
騎
手
土
原
六
三
郎

（
宮
本
敬
）

　
 

修
業
証
書
（
尋
常
小
学
校
第
一
学
年
） 明
治　

年
３
月　

日 

用
紙  
�
�
�
１

３０

２６

３１

石
川
県
石
川
郡
村
立
粟
増
尋
常
小
学
校
↓
石
川
県
平
民
宮
本
タ
カ

　
 

修
業
証
書
（
尋
常
小
学
校
第
二
学
年
）明
治　

年
３
月　

日 

用
紙  
�
�
�
１

３１

２７

３１

石
川
県
石
川
郡
村
立
粟
増
尋
常
高
等
小
学
校
↓
石
川
県
平
民
宮
本
タ

カ 

二
九

宮
本
文
庫
目
録



　
 

褒
状 

明
治　

年　

月
３
日 

一
紙  
�
�
�
１

３２

２７

１１

粟
増
尋
常
高
等
小
学
校
長
松
井
静
之
↓
宮
本
タ
カ

　
 

学
習
証
書 

明
治　

年
４
月
１
日 

用
紙  
�
�
�
１

３３

２８

石
川
県
石
川
郡
村
立
粟
増
尋
常
高
等
小
学
校
↓
石
川
県
平
民
宮
本
タ

カ

　
 

卒
業
証
書
（
尋
常
小
学
校
） 

明
治　

年
４
月
１
日 

用
紙 
�
�
� 
１

３４

２９

石
川
県
石
川
郡
村
立
粟
崎
尋
常
高
等
小
学
校
長
古
酒
精
一
↓
石
川
県

平
民
宮
本
タ
カ

　
 

尋
常
小
学
卒
業
候
段
殊
勝
ニ
付
懐
中
硯
賞
与
状 

一
紙  
�
�
�
１

３５

 

明
治　

年
４
月
１
日

２９

粟
崎
尋
常
高
等
小
学
校
↓
尋
常
第
四
学
年
宮
本
タ
カ

（
宮
本
六
郎
）

　
 

学
習
証
書 

明
治　

年
４
月
１
日 

用
紙 
�
�
� 
１

３６

２８

石
川
県
石
川
郡
村
立
粟
崎
尋
常
高
等
小
学
校
↓
石
川
県
平
民
宮
本
六

郎

　
 

修
業
証
書
（
尋
常
小
学
校
第
二
学
年
）明
治　

年
４
月
１
日 

用
紙  
�
�
�
１

３７

２９

石
川
県
石
川
郡
村
立
粟
崎
尋
常
高
等
小
学
校
↓
石
川
県
平
民
宮
本
六

郎

　
 

修
業
証
書
（
尋
常
小
学
校
第
三
学
年
）明
治　

年
３
月　

日 

用
紙  
�
�
�
１

３８

３０

３１

石
川
県
石
川
郡
村
立
粟
崎
尋
常
高
等
小
学
校
↓
石
川
県
平
民
宮
本
六

郎

　
 

卒
業
証
書
（
尋
常
小
学
校
） 

明
治　

年
３
月　

日 

用
紙 
�
�
� 
１

３９

３１

３１

石
川
県
石
川
郡
村
立
粟
増
尋
常
高
等
小
学
校
長
古
酒
精
一
↓
石
川
県

平
民
宮
本
六
郎

　
 

尋
常
小
学
卒
業
候
段
殊
勝
ニ
付
懐
中
硯
賞
与
状 

一
紙  
�
�
�
１

４０

 

明
治　

年
３
月　

日

３１

３１

粟
崎
村
役
場
↓
尋
常
第
四
学
年 
宮
本
六
郎

　
 

修
業
証
書
（
高
等
小
学
校
第
一
学
年
）明
治　

年
３
月　

日 

用
紙  
�
�
�
１

４１

３２

３１

石
川
県
石
川
郡
粟
崎
村
立
粟
増
尋
常
高
等
小
学
校
↓
石
川
県
平
民
宮

本
六
郎

　
 

修
業
証
書
（
高
等
小
学
校
第
二
学
年
）明
治　

年
３
月　

日 

用
紙  
�
�
�
１

４２

３３

３１

石
川
県
石
川
郡
村
立
粟
崎
尋
常
高
等
小
学
校
↓
石
川
県
平
民
宮
本
六

郎

　
 

優
等
証 

明
治　

年
８
月　

日 

一
紙 
�
�
� 
１

４３

３３

１０

石
川
県
石
川
郡
大
河
端
青
年
同
窓
会
↓
石
川
県
平
民
宮
本
六
郎

　
 

修
業
証
書
（
高
等
小
学
校
第
三
学
年
）明
治　

年
３
月　

日 

用
紙  
�
�
�
１

４４

３４

３０

石
川
県
石
川
郡
粟
崎
村
立
粟
崎
尋
常
高
等
小
学
校
↓
石
川
県
平
民
宮

本
六
郎

　
 

卒
業
証
書
（
高
等
小
学
校
） 

明
治　

年
３
月　

日 

用
紙 
�
�
� 
１

４５

３５

２６

石
川
県
石
川
郡
粟
崎
尋
常
高
等
小
学
校
長
山
岡
貞
↓
石
川
県
平
民
宮

本
六
郎

　
 

高
等
小
学
校
卒
業
候
段
殊
勝
ニ
付
帝
国
新
玉
篇
賞
与
状 
一
紙 
�
�
� 
１

４６

 

明
治　

年
３
月　

日

３５

２６

粟
増
村
役
場
↓
高
等
第
四
学
年 
宮
本
六
郎

　
 

勉
励
出
席
優
等
ニ
付
半
紙
贈
与
状  

一
紙 
�
�
� 
１

４７

 

明
治　

年
３
月　

日

３５

２６

石
川
郡
粟
崎
村
役
場
↓
高
等
第
四
学
年 
宮
本
六
郎

（
宮
本
か
ほ
り
・
つ
や
）

　
 

修
業
証
書
（
尋
常
小
学
校
第
二
学
年
）明
治　

年
３
月　

日 

用
紙  
�
�
�
１

４８

３４

３０

石
川
県
石
川
郡
潟
津
村
立
北
間
尋
常
小
学
校
↓
石
川
県
平
民
宮
本
か

ほ
り

　
 

卒
業
証
書
（
尋
常
小
学
校
） 

大
正
５
年
３
月　

日 

用
紙 
�
�
� 
１

４９

２９

三
○

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

型
態

墨付

点数

　
　

宮
本
家

１３



石
川
県
石
川
郡
潟
津
尋
常
小
学
校
長
粟
生
仕
作
↓
石
川
県
平
民
宮
本

つ
や

屋
敷
図
（
六
右
衛
門
）

　
 

大
河
端
村
六
右
衛
門
居
屋
敷
図 

嘉
永
６
年
２
月
上
旬 

続
紙 
�
�
� 
１

５０
　
 

宮
本
六
右
衛
門
宅
地
等
之
図 

未
詳 

彩
色 
�
�
� 
１

５１
　
 

地
割
仕
ニ
付
自
分
宅
地
之
図 

明
治　

年 

一
紙 
�
�
� 
１

５２

１３

大
河
端
村
宮
本
六
右
衛
門

　
 

六
右
衛
門
家
間
取
図 

未
詳 

朱
入 
�
�
� 
２

５３

作
事
（
納
屋
、
蔵
）

　
 

納
屋
並
建
諸
事
記
帳
等 

明
治　

年
６
月 

長
帳　
 
�
� 
１

５４

２３

１７

宮
本
六
右
衛
門

　
 

蔵
建
築
ニ
付
諸
事
控
帳 

明
治　

年 

長
帳　
 
�
� 
１

５５

２６

２４

　
 

材
木
御
通
等 

明
治　

年
８
月 

横
帳　
 
�
� 
１

５６

２６

１３

加
賀
石
川
郡
粟
崎
材
木
商 
中
島
庄
三
郎
、橋
本
文
吉
・
西
川
磯
右
衛
門
・

田
島
伊
兵
衛
、
島
尾
惣
一
郎
等
↓
宮
本
六
右
衛
門

訴　
　
　

訟

　
 

私
架
場
へ
稲
揚
不
可
ニ
付
案
内 
（
明
治　

年
）　

月
１
日 

切
続
紙 
�
� 
１

５７

２３

１２

的
場
久
三
↓
宮
本
六
右
衛
門

　
 

河
私
用
埋
立
ニ
付
探
偵
復
命
書 

明
治　

年
５
月　

日 

罫
紙 
�
�
� 
１

５８

２４

２１

諸
江
駐
在
所
巡
査
織
部
諧
三
↓
警
部
大
塚
親
俊

　
 

所
有
田
地
外
溝
渠
土
沙
堆
積
ノ
事
件
ニ
付
仕
抹
書  
�
�
罫
紙
等
綴
３　

１

５９

 

明
治　

年
５
月　

日

２４

２７

宮
本
六
右
衛
門
↓
石
川
県
金
石
警
察
分
署
長
石
川
県
警
部
大
塚
親
俊

　
 

川
埋
立
方
訴
之
取
消
願 

（
明
治　

年
）  

罫
紙 
�
�
� 
１

６０

２４

　
 

守
川
宮
拝
借
事
件
ニ
付
実
地
証
明
願 

罫
紙 
�
�
� 
１

６１
 

 

明
治　

年
２４

　
 

ト
六
十
九
番
ノ
一
・
二
、
ト
ノ
六
十
六
等
田
反
別
調
べ 

一
紙  
�
�
�
１

６２

 

未
詳

　
 

地
租
条
例
違
反
被
告
事
件
公
判
ニ
付
呼
出
状 

用
紙  
�
�
�
１

６３

 

明
治　

年
６
月　

日

２４

３０

金
沢
区
裁
判
所
裁
判
所
書
記
上
坂
千
松
↓
宮
本
六
右
衛
門

　
 

織
部
諧
三
偽
証
事
件
ニ
付
証
人
呼
出
并
出
頭
状　

附
郵
便
送
達
証
書

６４

 

明
治　

年
７
月 

用
紙
他  
�
�
３

２４

①　

日
（
用
紙
）
金
沢
地
方
裁
判
所
予
審
判
事
高
田
鉄
吉
・
裁
判
所
書

２０
記
水
野
余
所
松
↓
宮
本
六
右
衛
門　

②　

日
（
用
紙
）
郵
便
局
配
達
人

２１

示
野
外
茂
次
郎
↓
金
沢
地
方
裁
判
所
書
記
課　

③　

日
（
切
紙
）
宮
本

２２

六
右
衛
門
↓
予
審
判
事
高
田

（
封
）
金
沢
地
方
裁
判
所
書
記
課
↓
宮
本
六
右
衛
門

　
 

電
信
送
達
紙
（
送
金
依
頼
） 

明
治　

年
９
月　

日 

用
紙 
�
�
� 
１

６５

２４

２８

ヲ
リ
ベ
カ
イ
ソ
ウ
↓
ミ
ヤ
モ
ト
ロ
ク
エ
モ
ン

（
封
）
金
沢
郵
便
電
信
局
↓
（
宮
本
六
右
衛
門
）

　
 

金
借
用
証
書 

明
治　

年　

月　

日 

一
紙 
�
�
� 
１

６６

２４

１２

１１

織
部
諧
三
↓
貸
主
宮
本
六
右
エ
門

　
 

逓
信
省
為
替
受
領
証
書 

明
治　

年　

月　

日 

用
紙 
�
�
� 
１

６７

２４

１２

１７

金
沢
郵
便
電
信
局
長
小
野
道
一

　
 

祠
堂
金
恊
成
舎
支
払
命
令
申
請
書
（
写
） 

一
紙  
�
�
�
１

６８

 

明
治　

年
４
月

２６

債
権
者
宮
本
六
右
エ
門
↓
金
沢
区
裁
判
所
判
事
小
塩
良
景

　
 

支
払
命
令
送
達
通
知
書
等 

 

用
紙 
�
�
� 
３

６９

 

明
治　

年
４
月
７
･　

･　

日

２６

１０

１８

金
沢
区
裁
判
所
裁
判
所
書
記
吉
松
左
衛
喜
↓
宮
本
六
右
衛
門

三
一

宮
本
文
庫
目
録



　
 

欠
席
裁
判
言
渡
書
等
裁
判
所
決
定
・
命
令
書  

�
�
罫
紙
・
用
紙
綴
等　

５

７０

 

明
治　

年
５
月
４
・　

・　

日

２６

１３

２４

金
沢
区
裁
判
所
↓
宮
本
六
右
衛
門
・
室
田
武
夫

　
 

金
沢
区
裁
判
所
債
権
取
立
命
令
に
伴
う
委
任
状
等 

罫
紙 
�
�
� 
６

７１

 

明
治　

年
５
月

２６

①
５
月　

日　

湯
原
市
次
↓
宮
本
六
右
衛
門　

②
同
月
同
日　

湯
原

１２

↓
本
野　

③
５
月　

④
５
月　

日　

湯
原
市
次
↓
本
野　

⑤
５
月　

１９

２３

日　

⑥
未
詳

（
封
）
５
月　

日　

湯
原
市
次
↓
本
野
仁
平

１９

　
 

書
類
送
付
費
用
領
収
書 

明
治　

年
７
月　

日 

罫
紙 
�
�
� 
１

７２

２６

１６

金
沢
区
才
判
処
執
達
吏
磯
部
朔
平
役
場
↓
宮
本
六
右
衛
門

　
 

書
類
送
付
費
用
督
促
（
領
収
済
） 

明
治　

年　

月
６
日 

は
が
き 
�
� 
１

７３

２６

１０

金
沢
区
裁
判
所
執
達
吏
磯
部
朔
平
役
場
↓
宮
本
六
右
衛
門

　
 

督
促
手
続
き
費
用
に
関
す
る
覚
并
利
子
算
用
覚 

折
紙  
�
�
�
１

７４

 

明
治　

年
２６

　
 

配
当
要
求
通
知
書　

附
郵
便
送
達
書  
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�　

２

７５

 

明
治　

年
２
月

２７

①　

日
（
罫
紙
）
金
沢
区
裁
判
所
書
記
上
坂
千
松
↓
債
権
者
宮
本
六
右

２０
衛
門　

②　

日
（
用
紙
）
金
沢
郵
便
伝
信
局
配
達
人
吉
田
林
多
郎
↓
金

２２

沢
区
裁
判
所
書
記
課　
（
封
）　

日　

金
沢
区
裁
判
所
書
記
課
↓
宮
本

２１

六
右
衛
門

通　

信　

文

　
 

宮
本
久
四
郎
↓
宮
本
六
右
衛
門 

明
治　

年　

月　

日 

切
続
紙  
�
�
１

７６

１６

１０

１２

　
 

五
十
嵐
友
儀
↓
宮
本
六
右
衛
門 

明
治　

・　

・　

年
、
未
詳  
�
�
�
�
８

７７

１９

２３

２９

①
明
治　

年　

月　

日
、
罫
紙　

②
同　

年
１
月
１
日
、
は
が
き　

③

１９

１２

２４

２３

同　

年
１
月　

日
、
封
の
み　

④
５
月　

日
、
切
続
紙　

⑤
７
月
８
日
、

２９

１９

２８

切
続
紙　

⑥
８
月　

日
、
切
続
紙　

⑦
９
月　

日
、
切
続
紙　

⑧
未
詳
、

２７

２２

封
の
み

　
 

五
十
嵐
店
↓
宮
本
六
右
衛
門 

７
月
６
日 

切
続
紙  
�
�
１

７８
　
 

清
水
正
久
↓
本
野
仁
平
・
宮
本
六
右
衛
門 

切
続
紙  
�
�
１

７９

 

明
治　

年
１
月　

日

２０

２３

　
 

五
十
嵐
友
儀
↓
五
十
嵐
す
ゑ 

（
明
治　

年
）
２
月
６
日 

切
続
紙  
�
�
１

８０

２０

　
 

金
丸
↓
宮
本
六
右
衛
門 

明
治　

年
２
月　

日 

切
続
紙  
�
�
１

８１

２０

２７

　
 

油
谷
茂
三
郎
↓
宮
本
六
右
衛
門 

明
治　

年　

月　

日 

切
続
紙  
�
�
１

８２

２０

１２

１３

　
 

藤
田
弥
三
朗
（
郎
）
↓
宮
本
六
右
衛
門 

切
続
紙  
�
�
１

８３

 

明
治　

年
３
月　

日

２１

２８

　
 

五
十
嵐
友
儀
↓
宮
本
六
右
衛
門
・
妻
す
ゑ

８４

（
封
）
↓
宮
本
六
右
衛
門 

明
治　

年
６
月　

日 

切
続
紙  
�
�
１

２２

１７

　
 

織
部
諧
三
↓
宮
本
六
右
衛
門 

明
治　

年  

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
９

８５

２４

①
（
明
治　

年
大
暑
）
切
続
紙　

②
同
年
９
月　

日
、
切
続
紙
・
切
紙　

２４

１１

③
同
年
同
月　

日
、
切
続
紙　

④
同
年
同
月　

日
、
切
続
紙　

⑤
同
年

１２

２７

　

月　

日
、
用
紙
・
切
紙
（
２
点
）　

⑥
同
年
同
月　

日
、
切
続
紙　

⑦

１０

１７

３１

（
同
年　

月
）
切
紙　

⑧
同
年　

月　

日
、
封
の
み

１１

１２

２０

　
 

八
木
義
秋
↓
織
部
諧
三 

明
治　

年 

切
続
紙  
�
�
１

８６

２４

　
　

尾
山
多
市
↓
宮
本
六
右
衛
門 

明
治　

年　

月
４
日  
�
用
紙
・
一
紙　

２

８７

２４

１０

　
 

織
部
諧
三
↓
中
村
文
雄 

明
治　

年　

月
６
日 

は
が
き  
�
�
１

８８

２４

１０

　
 

天
光
向
念
↓
宮
本
六
右
衛
門 

明
治　

年 

切
続
紙  
�
�
１

８９

２４

　
 

的
場
市
左
衛
門
↓
織
部
諧
三 

明
治　

年　

月 

切
続
紙  
�
�
１

９０

２４

１１

　
 

織
部
諧
三
↓
的
場
市
左
衛
門
・
宮
本
六
右
衛
門  
�
�
�
�
�
�
�
�
�
３

９１

 

明
治　

年　

月

２４

１２

①
明
治　

年　

月
１
日
、
一
紙
（
２
点
）　
（
封
）
↓
的
場
市
左
衛
門

２４

１２

三
二

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

型
態

墨付

点数

　
　

宮
本
家

１３



②
（
同
年　

月
）
切
続
紙

１２

　
　

宮
本
仁
三
郎
↓
宮
本
六
右
衛
門 

明
治　

年
５
月　

日 

封
の
み  
�
�
１

９２

２５

１４

　
 

中
村
文
雄
↓
宮
本
六
右
衛
門 

明
治　

年
６
月
５
日 

一
紙  
�
�
�
１

９３

２５

　
 

由
水
平
兵
衛
↓
宮
本
六
右
衛
門 
（
明
治　

年
）
５
月
８
日 

罫
紙  
�
�
�
１

９４

２６

　
 

湯
原
市
次
↓
本
野
仁
平 

明
治　

年  

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
２

９５

２６

①
（
明
治　

年
）
５
月　

日
、
は
が
き　

②
（
同
年
）
同
月　

日
、
罫
紙

２６

１６

２９

　
 

山
路
繁
男
↓
宮
本
六
右
エ
門
・
本
野
仁
平
・
中
村
伝
右
衛
門
・

９６
 

南
谷
次
郎
右
衛
門
・
八
十
嶌
・
其
他
貴
村
諸
君　
（
封
）
↓
宮
本
六
右
エ
門

 

明
治　

年
３
月　

日 

続
紙  
�
�
�
１

２７

１０

　
 

山
路
繁
男
↓
宮
本
六
右
エ
門 

明
治　

年
３
月　

日 

は
が
き  
�
�
１

９７

２７

１８

　
 

伊
関
与
吉
郎
↓
大
酢
又
次
郎 

明
治　

年 

封
の
み  
�
�
２

９８

２９

①
明
治　

年
２
月　

日　

②
同
年
３
月
４
日

２９

２９

　
 

中
村
六
郎
↓
中
村
伝
右
エ
門 

明
治　

年
６
月　

日 

切
続
紙  
�
�
１

９９

３０

１７

　
 

中
村
六
郎
↓
宮
本
六
右
衛
門 

明
治　

年
７
月
７
日 

切
続
紙  
�
�
１

１００

３０

　
 

夷
藤
小
三
郎
↓
宮
本
六
右
衛
門 

明
治　

―　

年  

�
�
�
�
�
�
�
�
６

１０１

３９

４１

①
明
治　

年
６
月
６
日
、
罫
紙
３　

②
同　

年
３
月　

日
、
用
箋
４　

３９

４０

２７

③
同
年
５
月
７
日
、
切
続
紙　

④
同
年
６
月
１
日
、
用
箋
４　

⑤
同
年

７
月　

日
、
切
続
紙　

⑥
（
同　

年
）
２
月　

日
、
用
箋
２

２８

４１

２２

　
 

西
井
甚
右
衛
門
↓
宮
本
六
右
衛
門

１０２

 

明
治　

―　

年
、
未
詳  
�
�
�
�
�
�
９

３９

４１

①
明
治　

年
７
月　

日
、
切
続
紙　

②
同　

年
２
月　

日
、
罫
紙　

③

３９

２７

４０

１７

同　

年
８
月　

日
、
切
続
紙　

④
３
月　

日
、
切
続
紙　

⑤
４
月　

日
、

４１

１８

２１

２５

一
紙　

⑥
６
月
１
日
、
切
続
紙　

⑦　

月
３
日
、
罫
紙　

⑧　

月　

日
、

１０

１０

２８

一
紙　

⑨　

月　

日
、
切
続
紙

１０

３１

　
 
（
不
詳
） 

（
明
治　

年
）
９
月
９
日 

一
紙  
�
�
�
１

１０３

３９

〔
慰
問
状
頂
戴
ニ
付
礼
状
（
後
欠
）〕

　
 

大
酢
又
次
郎
↓
宮
本
六
右
衛
門 

明
治　

年
・
未
詳  

�
�
�
�
�
�
�
３

１０４

３９

①
明
治　

年　

月　

日
、
切
続
紙　

②
４
月　

日
、
一
紙　

③
５
月　

３９

１２

１２

２４

１４

日
、
切
紙

　
 

夷
藤
よ
か
↓
宮
本
六
右
衛
門 

明
治　

年
４
月　

日 

切
続
紙  
�
�
１

１０５

４０

２３

（
封
）
夷
藤
小
三
郎
・
同
よ
か
↓

　
 

米
林
伊
三
郎
↓
宮
本
治
右
衛
門 

明
治　

年
３
月　

日 

用
箋
２  
�
�
１

１０６

４１

１７

　
 

松
田
吉
三
郎
↓
宮
本
六
右
衛
門 

明
治　

年
３
月　

日 

切
続
紙  
�
�
１

１０７

４１

２４

　
 

夷
藤
小
三
郎
↓
宮
本
六
右
衛
門
・
五
十
嵐
捨  

�
�
�
�
用
箋
３
・
２　

２

１０８

（
封
）
↓
宮
本
六
右
衛
門 

明
治　

年
６
月　

・　

日

４１

２０

３０

　
 

夷
藤
小
三
郎
↓
宮
本
六
右
衛
門
・
宮
本
次
右
衛
門 

用
箋
２  
�
�
１

１０９

（
封
）
↓
宮
本
六
右
エ
門 

明
治　

年
８
月　

日

４１

１４

　
 
（
五
十
）
嵐
寅
三
郎
↓
六
右
衛
門 

３
月
□
日 

切
続
紙  
�
�
１

１１０
　
 

荒
木
又
右
衛
門
↓
宮
本
六
右
衛
門 
５
月
１
日 

切
続
紙  
�
�
１

１１１
　
 

佐
賀
野
佐
太
郎
↓
宮
本
六
右
衛
門 
５
月　

日 

切
続
紙  
�
�
１

１１２

１９

　
 

中
村
助
右
衛
門
↓
宮
本
六
右
衛
門 
６
月
９
日 

罫
紙  
�
�
�
１

１１３
　
 

田
上
直
吉
↓
宮
本
六
右
衛
門 

６
月　

日 

切
続
紙  
�
�
１

１１４

１８

　
 

遠
田
倶
成
↓
五
十
嵐
善
太
郎 

８
月　

日 

切
紙  
�
�
�
１

１１５

１８

　
 

前
田
↓
宮
本  
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
２

１１６

①　

月
１
日
、
彩
色
絵
入
・
切
続
紙　

②
未
詳
、
切
紙

１１

　
 

善
↓
前
田 

未
詳 

切
続
紙  
�
�
１

１１７
　
 

本
仁
（
本
野
仁
平
）
↓
宮
本
六
右
衛
門 

封
の
み  
�
�
１

１１８

　
 

未
詳

　
 

粟
崎
小
学
校
同
窓
会
↓
宮
本
六
郎 
未
詳 

封
の
み  
�
�
１

１１９

赤　

十　

字

　
 

日
本
赤
十
字
社
加
入
依
頼 

 

印
刷 
�
�
� 
２

１２０
 

（
明
治　

年
）
５
月　

日
・
６
月
１
日

２７

２５

日
本
赤
十
字
社
委
員
長
国
枝
逸
蠖
↓
宮
本
六
右
衛
門

三
三

宮
本
文
庫
目
録



　
 

赤
十
字
社
へ
入
社
ノ
件
ニ
付
役
場
へ
来
訪
願 

切
続
紙 
�
� 
１

１２１

 

明
治　

年
６
月　

日

２７

１３

潟
津
村
役
場 
石
田
九
左
衛
門
↓
宮
本
大
君
（
六
右
衛
門
）

　
 

日
本
赤
十
字
社
締
盟
状 

明
治　

年　

月　

日 

印
刷 
�
�
� 
１

１２２

３９

１２

３１

日
本
赤
十
字
社
総
裁 
大
勲
位
功
二
級 
載
仁
親
王
・
日
本
赤
十
字
社
長 

正
二
位
勲
一
等
伯
爵 
松
方
正
義
↓
宮
本
六
郎

　
 

宮
本
六
郎
分
締
盟
状
送
付
ニ
付
本
人
へ
伝
達
願 

印
刷 
�
�
� 
１

１２３

 

明
治　

年
３
月　

日

４０

１５

日
本
赤
十
字
社
石
川
支
部
石
川
委
員
部
↓
潟
津
分
区
事
務
所

　
 

日
本
赤
十
字
社
締
盟
状 

明
治　

年
８
月　

日 

印
刷 
�
�
� 
１

１２４

４０

３１

日
本
赤
十
字
社
総
裁 
大
勲
位
功
二
級 
載
仁
親
王
・
日
本
赤
十
字
社
長 

正
二
位
勲
一
等
伯
爵 
松
方
正
義
↓
宮
本
秀
雄

（
封
）
高
木
新
次
郎
↓
宮
本
秀
雄

　
 

大
正
参
年
第
参
期
年
醵
金
受
領
証
書 

印
刷 
�
�
� 
１

１２５

 

大
正
３
年　

月　

日

１１

２７

日
本
赤
十
字
社
石
川
支
部　

石
川
県
石
川
郡
長
柴
田
是
↓
宮
本
秀
雄

預
貯
金
等

　
 

預
入
金
証 

明
治　

（
―　

年
） 

長
帳 
�
�
� 
１

１２６

１６

１８

祠
堂
金
恊
成
舎
↓
大
河
端
村
宮
本
六
右
エ
門

　
 

御
依
頼
口
上
書
并
従
来
預
入
金
改
革
法 

印
刷 
�
�
� 
２

１２７

祠
堂
金
恊
成
舎 

明
治　

年
３
月

１７

　
 

御
依
頼
書 

明
治　

年
９
月 

印
刷 
�
�
� 
１

１２８

１８

祠
堂
金
恊
成
舎　
（
封
）
祠
堂
金
恊
成
舎
↓
大
河
端
村
宮
本
六
右
衛
門

　
 

哀
願
書
并
改
革
方
法
承
諾
証 

明
治　

年
６
月 

印
刷 
�
�
� 
２

１２９

１９

①
祠
堂
金
恊
成
舎　

②
↓
祠
堂
金
恊
成
舎

　
 

貯
金
仮
受
取
書 

明
治　

年
４
月 

横
帳 
�
�
� 
１

１３０

３７

分
区
委
員 
南
屋
嘉
太
郎
↓
宮
本
六
右
衛
門

　
 

貯
金
登
記
済
通
知
書 

 

印
刷 
�
�
� 　

１３１

１９

預
ケ
人 
宮
本
六
右
衛
門 

明
治　

年
４
月　

日
―　

年
１
月　

日

３７

２８

３９

３１

　
 

愛
国
婦
人
会 
明
治
三
十
七
年
第
二
期
分
年
醵
金
領
収
証

１３２
 

 

明
治　

年
１
月　

日 

印
刷 
�
�
� 
１

３８

２１

愛
国
婦
人
会
石
川
支
部
石
川
分
区
（
潟
津
村
委
員
）
高
木
新
次
郎

↓
宮
木
と
ん

　
 

株
主
総
会
通
知
書 

明
治　

年
１
月
５
日 

印
刷 
�
�
� 
１

１３３

４１

株
式
会
社
石
川
県
農
工
銀
行
取
締
役
頭
取　

男
爵
本
多
政
以
↓
宮
本

六
右
衛
門

　
 

石
川
県
農
工
銀
行
上
半
期
利
益
配
当
金
受
取
方
通
知
書 
印
刷 
�
�
� 
１

１３４

 

明
治　

年
７
月　

日

４１

２４

潟
津
村
役
場
↓
字
大
河
端
区
長

　
 

第
一
回
保
倹
金
領
収
証 

未
詳 

切
続
紙 
�
� 
１

１３５

宮
村
伝
次
郎
↓
宮
本
六
右
衛
門

日　

記　

類

　
 

万
座
帳
・
万
日
記 

明
治　

年 

長
帳　
 
�
� 
１

１３６

１１

６９

〔
取
引
簿
・
金
銭
入
払
・
報
恩
講
志
・
毎
日
小
遣
・
諸
上
納
払
・
人
歩
勤

等
〕

宮
本

　
 

諸
事
控
帳 

 

罫
紙
綴　
 
� 
１

１３７

１１

宮
本
六
右
衛
門 

明
治　

年
１
月
（
―
３
月
）

２０

　
 

諸
事
算
用
帳 

大
正
３
―
５
年 

長
帳
４ 
�
� 
１

１３８
　
 

当
座
帳
・
万
日
記 

大
正
５
年
１
月 

長
帳　
 
�
� 
１

１３９

９７

三
四

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

型
態

墨付

点数

　
　

宮
本
家

１３



〔
明
治
三
十
二
年
九
月
八
日
の
洪
水
御
見
舞
・
金
諸
払
・
雇
人
等
ノ
口
・

産
米
・
諸
品
貰
受
記
・
諸
品
建
上
記
〕

宮
本
六
右
衛
門

　
 

当
座
帳
・
万
日
記 

大
正
６
年
１
月 

長
帳　
 
�
� 
１

１４０

７１

〔
金
銭
入
払
・
雇
人
控
口
・
精
米
記
・
諸
事
・
進
品
・
貰
品
〕

宮
本
六
右
衛
門

　
 

当
座
記 

大
正
９
年
１
月
１
日 

横
帳　
 
�
� 
１

１４１

１４

衣
食
住
等
諸
品
金
銭
遣
取

　
 

米
・
も
ち
代
銀
算
用 

寅
４
月　

日 

切
紙 
�
�
� 
１

１４２

２４

福
長
（
堀
川
揚
場 
福
田
長
兵
衛
）
↓
大
川 
六
右
衛
門

　
 

か
さ
并
帆
木
綿
前
掛
代
銭
請
求 

寅
７
月 

切
紙 
�
�
� 
１

１４３

福
光
屋
嘉
兵
衛
↓
大
河
端
村
六
右
衛
門

　
 

反
物
等
売
上
代
銀
受
取 

未　

月　

日 

切
紙 
�
�
� 
１

１４４

１０

１５

井
波
屋
宗
兵
衛
↓
上
様

　
 

き
ん
ふ
は
ん
き
り
・
し
ま
わ
た
い
り
御
渡
并
代
銀
受
取

１４５
 

 

酉　

月 

切
続
紙 
�
� 
１

１２

ゑ
ひ
す
や
↓
を
こ
ば
た
め
や
六
く
さ
ま

　
 

絣
等
代
銀
受
取 

亥
５
月
１
日 

切
紙 
�
�
� 
１

１４６

柏
野
四
郎
兵
衛
↓
上
様

　
 

布
島
等
代
銀
請
求 

７
月　

日 

切
紙 
�
�
� 
１

１４７

２７

由
雄
与
右
衛
門
↓
上
様

　
 

米
・
大
豆
等
代
銀
書
上 

未
詳 

折
紙 
�
�
� 
１

１４８
　
 

手
取
高
算
用
覚 

未
詳 

切
紙 
�
�
� 
１

１４９

大
河
端 
六
右
衛
門
分

　
 

御
酒
覚
帳 

 

横
帳　
 
�
� 
１

１５０

１２

竹
田
↓
宮
本
六
右
エ
門 

明
治　

年
２
月
（
―　

年
）

３４

３６

　
 

〆
高
残
り
受
取 

（
明
治　

年
）　

月 

切
続
紙 
�
� 
１

１５１

３６

１２

金
沢
市 
染
業 
上
村
久
太
郎
↓
桶
町 
五
十
嵐

　
 

助
資
金
残
金
領
収
証 

明
治　

年　

月　

日 

切
紙 
�
�
� 
１

１５２

４１

１０

２９

金
沢
市
五
十
人
町 
北
光
社
↓
宮
本
六
右
衛
門

　
 

た
わ
し
代
金
受
取 

辰
５
月　

日 

切
紙 
�
�
� 
１

１５３

２３

与
三
治
↓
上
様

　
 

梅
・
塩
代
金
等
付
書 

巳
８
月
―
未
１
月 

切
紙 
�
�
� 
１

１５４
　
 

鍬
柄
代
金
受
取 

午
８
月　

日 

切
紙 
�
�
� 
１

１５５

１４

柿
沢
太
一
郎
↓
大
河
端
村
宮
本
六
右
衛
門

　
 

初
診
料
并
薬
代
領
収
書 

午
８
月 

切
続
紙 
�
� 
１

１５６

林
医
院
↓
宮
本
六
右
衛
門

　
 

棒
壱
本
代
金
受
取 

午　

月　

日 

切
続
紙 
�
� 
１

１５７

１２

３０

柿
沢
太
一
郎
↓
大
河
端
村
宮
本
六
右
衛
門

　
 

平
く
ハ
代
金
受
取 

未
８
月　

日 

切
紙 
�
�
� 
１

１５８

１５

カ
ド
の
↓
宮
本
六
右
衛
門

　
 

酒
・
料
理
代
金
等
請
求 

戌
２
月 

切
続
紙 
�
� 
１

１５９

谷
与
兵
衛
↓
大
河
端
村
邑
分

　
 

す
し
代
金
請
取
并
品
物
御
渡
書 

戌
７
月　

日 

切
続
紙 
�
� 
１

１６０

１９

窪
田
↓
御
客
様

　
 

晒
て
シ
ャ
ツ
壱
枚
代
金
受
取 

亥
２
月
５
日 

切
続
紙 
�
� 
１

１６１

越
後
喜
左
衛
門
↓
宮
本

　
 

の
り
岩
等
代
金
書
上 

２
月 

切
続
紙 
�
� 
１

１６２

宮
本
次
右
衛
門
↓
宮
本
六
右
エ
門

　
 

品
物
代
金
請
求 

３
月
９
日 

切
紙 
�
�
� 
１

１６３

鈴
木
小
三
郎
↓
宮
本

　
 

赤
目
板
付
等
諸
品
代
金
受
取 

３
月　

日 

切
続
紙 
�
� 
１

１６４

１２

堀
川 
安
江
甚
助
↓
上
様

三
五

宮
本
文
庫
目
録



　
 

金
子
受
取 

３
月　

日 

切
紙 
�
�
� 
１

１６５

２０

大
海
治
郎
兵
衛
↓
宮
本
六
右
衛
門

　
 

ト
ゑ
・
つ
る
共
代
金
受
取 

４
月　

日 

切
紙 
�
�
� 
１

１６６

１６

中
村
↓

　
 

ふ
・
椎
茸
等
食
材
代
金
請
求 

４
月　

日 

切
続
紙 
�
� 
１

１６７

２７

綿
谷
↓
藤
田

　
 

あ
め
・
白
さ
ト
等
諸
品
代
金
書
上 

切
続
紙  
�
�
１

１６８

藤
田 

４
月　

日
２７

　
 

金
銭
請
取 

４
月　

日 

切
続
紙 
�
� 
１

１６９

２７

金
沢
市
横
安
江
町 
津
沢
貞
吉
↓
宮
本

　
 

金
銭
受
取 

４
月　

日 

切
紙 
�
�
� 
１

１７０

２９

東
力
↓

　
 

糸
・
中
入
紙
・
頭
板
代
金
并
工
料
書
上 

切
続
紙  
�
�
１

１７１

潟
田
次
三
郎
↓
宮
本 

４
月

　
 

帯
か
け
代
金
請
取 

５
月
８
日 

切
紙 
�
�
� 
１

１７２

越
清
↓
宮
本

　
 

金
銭
受
取 

５
月　

日 

切
続
紙 
�
� 
１

１７３

２０

綿
谷
↓
藤
田

　
 

ひ
わ
・
か
く
て
ん
等
食
材
代
金
受
取 

切
続
紙  
�
�
１

１７４

綿
谷
↓
藤
田 

５
月　

日
２２

　
 

ひ
わ
・
角
天
等
代
金
受
取 

 

切
続
紙  
�
�
１

１７５

藤
田
↓ 

５
月　

日
２２

　
 

か
く
て
ん
・
平
茸
等
食
材
代
金
書
上 

切
続
紙  
�
�
１

１７６

綿
谷
↓
藤
田 

５
月

　
 

鯛
等
魚
代
金
請
求 

５
月 

切
紙 
�
�
� 
１

１７７

大
長
↓
宮
本

　
 

厚
物
椀
増
金
等
請
取 

６
月　

日 

切
続
紙 
�
� 
１

１７８

２３

高
瀬
光
一
↓
宮
本

　
 

赤
か
れ
等
魚
代
金
受
取 

７
月　

日 

切
続
紙 
�
� 
１

１７９

１４

大
長
↓
宮
本

　
 

河
端
村
分
も
ち
代
金
請
取 

８
月　

日 

切
紙 
�
�
� 
１

１８０

１３

中
谷
佐
吉
（
中
佐
）
↓
河
端
村
分

　
 

料
理
代
金
請
取 

８
月　

日 

切
続
紙 
�
� 
１

１８１

１４

中
佐
↓
大
川
端
村
宮
本
六
右
衛
門

　
 

子
供
あ
し
た
立
替
追
銭
等
代
金
請
取 

切
続
紙  
�
�
１

１８２

増
田
店
↓
大
河
端 
宮
本 

８
月　

日
１４

　
 

平
鍬
・
は
が
ま
等
代
金
受
取 

８
月　

日 

切
続
紙 
�
� 
１

１８３

１５

中
村
初
三
郎
↓
大
河
端 
宮
本
六
右
エ
門

　
 

一
月
か
ら
八
月
分
酒
代
金
受
取 

８
月　

日 

切
紙 
�
�
� 
１

１８４

１９

藤
田
伊
三
郎
↓
宮
本
六
右
エ
門

　
 

一
月
か
ら
八
月
分
酒
代
金
受
取 

８
月　

日 

切
続
紙 
�
� 
１

１８５

２０

藤
田
伊
三
郎
↓
宮
本
六
右
エ
門

　
 

薬
代
受
取 

８
月　

日 

切
続
紙 
�
� 
１

１８６

３１

中
村
↓
大
河 
笠
間
安
太
郎

　
 

天
笠
木
綿
代
金
受
取 

８
月 

切
紙 
�
�
� 
１

１８７

蓮
村
↓
大
川
端 
宮
下

　
 

二
月
か
ら
八
月
分
酒
代
金
受
取 

８
月 

切
続
紙 
�
� 
１

１８８

藤
田
伊
三
郎
↓
宮
本
六
右
衛
門

　
 

か
つ
お
等
代
金
書
上 

８
月 

切
続
紙 
�
� 
１

１８９

中
佐
↓
大
河
端
村
宮
本
六
右
衛
門

　
 

女
物
下
駄
等
代
金
請
取 

８
月 

切
続
紙 
�
� 
１

１９０

増
田
店
↓
宮
本

三
六

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

型
態

墨付

点数

　
　

宮
本
家

１３



　
 

二
月
四
日
ヨ
リ
三
月
廿
八
日
迄
の
金
銭
請
求 

切
紙 
�
�
� 
１

１９１
 

 

８
月

越
喜
店
↓
大
川
端 
宮
本
六
右
衛
門

　
 

半
綿
代
金
受
取 

９
月
５
日 

切
紙 
�
�
� 
１

１９２

能
久
店
（
金
沢
市
安
江
町 
呉
服
洋
服 
能
久
商
店
）
↓
上

　
 

中
紺
む
地
壱
疋
代
金
受
取 

９
月
８
日 

切
紙 
�
�
� 
１

１９３

木
越
店
↓
宮
本

　
 

九
月
分
迄
出
金
請
求 

（
９
月　

日
以
降
） 

切
紙 
�
�
� 
１

１９４

２０

（
高
瀬
光
一
郎
）
↓
宮
本

　
 

預
り
な
ま
ず
紛
失
の
件
御
尋
ニ
付
達 

切
続
紙 
�
� 
１

１９５

 

９
月　

日
２５

　
 

拾
月
分
迄
代
金
請
取 

　

月
５
日 

切
紙 
�
�
� 
１

１９６

１０

高
瀬
光
一
郎
↓
宮
本

　
 

夜
具
縞
等
代
金
領
収
書 

　

月　

日 

切
紙 
�
�
� 
１

１９７

１０

１２

鈴
木
小
三
郎
↓
上
様

　
 

掛
色
等
代
金
請
求 

　

月　

日 

切
続
紙 
�
� 
１

１９８

１２

２４

鈴
木
店
↓
宮
本

　
 

合
羽
代
金
請
求 

　

月　

日 

切
続
紙 
�
� 
１

１９９

１２

２４

鈴
木
店
↓
宮
本

　
 

布
紺
縞
一
反
洗
は
り
代
金
請
取 
　

月　

日 

切
紙 
�
�
� 
１

２００

１２

３１

蓮
村
↓
大
川
端 
宮
下

　
 

瓦
斯
等
代
金
請
取 

　

月 

切
続
紙 
�
� 
１

２０１

１２

鈴
木
□
右
衛
門
↓

　
 

八
月
か
ら
十
二
月
分
酒
代
金
受
取

２０２

竹
田
↓
宮
本
六
右
衛
門 

　

月 

切
続
紙  
�
�
１

１２

　
 

は
べ
ん
三
本
等
代
金
請
求 

　

月 

切
紙 
�
�
� 
１

２０３

１２

新
川
屋
右
衛
門
（
金
沢
堀
川 
専
扇
商
店 
新
川
重
太
郎
）
↓
大
川 
宮
本

　
 

拾
一
月
分
代
金
請
求 

　

月 

切
続
紙 
�
� 
１

２０４

１２

高
瀬
光
一
郎
↓
宮
本

　
 

目
立
并
カ
ス
ガ
イ
代
金
請
求 

　

月　

日 

切
続
紙 
�
� 
１

２０５

１２

中
村
↓
大
川 
宮
本
六
右
エ
門

　
 

藤
江
由
太
郎
方
江
の
飯
米
并
衣
類
代
金
請
求 

切
続
紙 
�
� 
１

２０６

伊
関
↓
宮
本 

未
詳

　
 

竹
の
子
等
食
材
書
上 

未
詳 

切
紙 
�
�
� 
１

２０７
　
 

醤
油
・
酒
等
買
入
書
上 

未
詳 

折
紙 
�
�
� 
１

２０８
　
 

返
済
金
・
頼
母
子
金
等
中
勘
払
証 

切
続
紙 
�
� 
１

２０９
 

 

未
詳

　
 

金
銭
受
払
書
上 

未
詳 

切
紙 
�
�
� 
１

２１０
　
 

金
銭
書
上 

未
詳 

折
紙 
�
�
� 
１

２１１
　
 

金
銭
書
上 

未
詳 

切
紙 
�
�
� 
１

２１２

↓
宮
六

　
 

算
用
覚 

未
詳 

切
紙 
�
�
� 
１

２１３
　
 

入
金
・
不
足
金
等
書
上
（
前
後
欠
） 
未
詳 

切
続
紙 
�
� 
１

２１４
　
 

長
兵
衛
ノ
不
足
金
受
取
等
書
上 

未
詳 

切
紙 
�
�
� 
１

２１５

道　

具　

類

　
 

棹
秤 

文
政
７
年
７
月
改 

棹
秤 
�
�
� 
１

２１６

大
河
端
村
宮
之
前
六
右
衛
門

　
 

草
履
札 

未
詳 

木
札 
�
�
� 
１

２１７

宮
前 
六
右
衛
門

 

三
七

宮
本
文
庫
目
録



　
　

絵　
　

図

14

（
屋
敷
図 
）

１ 

又
四
郎
屋
敷
持
歩
等
書
入
図 

文
久
元
年　

月 

 
�
�
�
�
� 
１

１２

２ 

石
川
郡
鞍
月
組
大
河
端
村
百
姓
伝
右
衛
門
家
絵
図
并
家
建
替
願

 

（
慶
応
４
年
）
辰
３
月 

 
�
�
�
�
� 
１

大
河
端
村
百
姓
伝
右
衛
門
↓
田
辺
次
郎
吉　
（
奥
書
）
肝
煎
六
右
衛
門

（
裏
書
）
田
辺
次
郎
吉

３ 

新
道
取
付
ニ
付
地
割
図 

未
詳 

彩
色 
�
�
� 
１

４ 

勘
右
衛
門
屋
敷
・
弥
右
衛
門
納
屋
等
地
割
図 

彩
色 
�
�
� 
１

 

 

未
詳

（
裏
面
）「
御
明 
宮
前
六
右
衛
門
」

５ 

居
屋
敷
間
取
図
（「
淵
人
移
」） 

未
詳 

 
�
�
�
�
� 
１

６ 

屋
敷
間
取
図
等 

未
詳 

 
�
�
�
�
� 
３

（
農
業
図
）

７ 

蟻
地
・
先
田
・
横
手
・
善
亀
田
地
境
界
図 

彩
色 
�
�
� 
１

（
大
河
端
村
） 

未
詳

三
八

番
号 

標　
　
　
　

題 

年　

月　

日 

型
態

墨付

点数

　
　

絵　

図

１４

分類別点数一覧表

点数分 類 項 目点数分 類 項 目点数分 類 項 目
５都市５変地４１支　配１

２２御用
９９学　芸１２１９土　木６７藩主等出行
２７教科書１０川除・用水８村
２５学事４道路・橋４諸事留帳類
４１文芸４人足等
６書画１６９土地・貢租２

１８産　業７１９草高・上納等
２９２宮本家１３８農業６小物成・夫銀・万雑
４相続・家族構成等１漁業２６収納・御蔵・蔵宿
２６儀礼５鉱業５新開
２１証書類４製造業８７持高等
５屋敷図２６土地売買
３作事３７金融・貸借８
３３訴訟８３県・郡・村制３
８１通信文１０３水　運９１９県・郡
７赤十字６４村
３０預貯金等３３宗　教１０
６日記類２８仏教７戸　口４
７４衣食住等諸品金銭遣取５神道３人別帳
２道具類４送り状等

３０地理・歴史・紀行１１
９絵　図１４７郷土資料１８災害・救恤５

１３道中記・諸国名所３災害
９５８計５世界図・日本図１０救恤



三
九

宮
本
文
庫
目
録

解　
　
　
　

説

　
　

一
、
概　

要

　

宮
本
家
文
書
は
、
藩
政
後
期
に
石
川
郡
大
河
端
村
（
現
金
沢
市
大
河
端
町
）
の

肝
煎
役
お
よ
び
荷
宿
を
勤
め
た
宮
本
六
右
衛
門
家
に
伝
え
ら
れ
た
文
書
類
で

あ
る
。
宮
本
家
は
肝
煎
役
を
勤
め
る
以
前
か
ら
浅
野
川
の
舟
運
に
関
わ
っ
て

お
り
、
舟
運
関
係
資
料
は
宮
本
家
文
書
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

　

総
件
数
は
八
〇
五
件（
総
点
数
九
五
八
点
）。
近
世
資
料
は
三
一
三
件（
三
四
七

点
）、
近
代
資
料
は
四
九
二
件
（
六
一
一
点
）
と
な
る
（
年
未
詳
史
料
は
、
宛
先
差
出

の
名
字
の
有
無
や
金
額
表
記
等
か
ら
近
世
・
近
代
に
分
け
た
）。
紙
以
外
の
資
料
で

は
、
木
札
（
鑑
札
等
）・
棹
秤
・
脇
息
・
草
履
・
版
木
・
印
章
が
あ
る
。
資
料
の

多
い
順
に
、　

宮
本
家
、
２
土
地
・
貢
租
、
９
水
運
と
な
る
。

１３

　

宮
本
家
は
、
史
料
で
確
認
さ
れ
る
限
り
、
代
々
六
右
衛
門
を
名
乗
り
四
代
を

数
え
る
。
肝
煎
役
は
初
代
六
右
衛
門
が
文
化
一
一（
一
八
一
四
）年
か
ら
勤
め
た
。

六
右
衛
門
は
村
内
の
舟
運
を
纏
め
る
荷
宿
四
人
の
内
の
一
人
で
、
肝
煎
を
勤

め
る
四
十
年
以
上
前
か
ら
荷
宿
を
営
業
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
二
代
目
六
右

衛
門
（
旧
名
九
郎
右
衛
門
）
は
、
嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年
三
月
、
四
五
歳
の
時
に

初
代
六
右
衛
門
か
ら
持
高
を
譲
り
受
け
、名
を
改
め
肝
煎
役
を
引
継
い
だ
。
三

代
目
六
右
衛
門（
旧
名
久
松
）に
は
、元
服
及
び
婚
礼
時
の
祝
儀
帳
が
残
っ
て
い

る
。
肝
煎
役
就
任
は
確
認
で
き
な
い
が
、
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
八
月
に
肝
煎

職
を
組
合
中
へ
引
継
い
で
い
る（
史
料
１
‐　

）。
屋
敷
の
北
側
を
流
れ
る
舟
通

２９

川
に
は
荷
揚
場
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
六
右
衛
門
家
の
納
屋
や
蔵
に
は
、
金
沢

の
堂
形
や
町
蔵
に
収
め
る
米
な
ど
の
重
要
な
荷
物
が
運
び
込
ま
れ
た
よ
う
で

あ
る（　

‐　

・　

）。
同
じ
く
屋
敷
北
隣
に
は
社
（
大
河
端
八
幡
神
社
）
が
あ
り
、

１３

５０

５１

「
宮
下
」
や
「
宮
前
」
と
記
さ
れ
た
史
料
も
み
え
る
こ
と
か
ら
、
名
字
の
由
来
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
宮
本
」
の
初
見
は
明
治
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。
藩

主
な
ど
が
鷹
狩
や
粟
崎
の
御
旅
屋
な
ど
へ
行
く
折
に
は
、
六
右
衛
門
宅
へ
立

ち
寄
り
休
憩
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た（
１
‐　

等
）。「
御
草
履
」（
１
‐　

）は
、一

３０

１６

三
代
加
賀
藩
主
前
田
斉
泰
が
使
用
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
安
政

二
（
一
八
五
五
）
年
、
同
七
年
、
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
に
は
上
方
を
旅
し
、
道

中
記
録
を
残
し
て
い
る
。
明
治
以
降
も
舟
運
を
続
け
、
ま
た
村
政
面
で
は
、
四

代
目
六
右
衛
門
（
旧
名
仁
三
郎
）
が
大
河
端
村
総
代
、
大
河
端
村
区
長
、
潟
津
村

村
会
議
員
、
石
川
郡
会
議
員
な
ど
を
勤
め
た
。

　
『
加
能
越
三
箇
国
高
物
成
帳
』
に
よ
る
と
、
藩
政
期
、
寛
文
一
〇
（
一
六
七
〇
）

年
の
村
御
印
に
お
け
る
大
河
端
村
の
草
高
は
七
五
九
石
、免
五
ツ
九
歩
。
小
物

成
は
野
役
六
三
匁
。
江
戸
後
期
に
は
、
草
高
六
三
一
石
五
斗
と
な
っ
て
い
る
。

嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年
の
村
内
家
数
は
九
二
軒
、
内
百
姓
家
数
六
八
軒
、
頭
振

家
数
二
四
軒
で
あ
っ
た（
２
‐　

）。
村
高
に
比
べ
て
人
口
が
多
い
た
め
耕
作
だ

４７

け
で
は
生
活
で
き
な
い
と
い
う
事
情
か
ら
、
村
民
の
多
く
は
田
畑
と
舟
稼
で

生
計
を
立
て
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

大
野
湊
や
粟
崎
、
河
北
潟
か
ら
金
沢
へ
運
ば
れ
る
諸
物
資
は
、
浅
野
川
下
流

左
岸
に
位
置
す
る
大
河
端
村
で
一
度
荷
揚
げ
さ
れ
、
浅
野
川
を
遡
れ
る
曳
舟

に
積
み
替
え
ら
れ
、金
沢
城
下
の
堀
川
揚
場
ま
で
運
ば
れ
た
。慶
応
元（
一
八
六

五
）
年
に
は
、
藩
用
・
商
用
舟
運
の
実
績
を
理
由
に
、
宿
場
扱
い
の
村
と
さ
れ

る
よ
う
に
宿
立
願
を
出
し
て
い
る
（
９
‐
８
）。
陸
上
交
通
面
で
は
、
粟
崎
道
か

ら
須
崎
路
へ
の
分
岐
点
で
あ
っ
た
。

　
「
加
賀
国
石
川
郡
村
誌
」（
当
館
所
蔵
）
に
よ
る
と
、
明
治
の
初
め
、
村
内
の
小

舟
は
百
四
艘
を
数
え
、
農
業
を
生
業
と
す
る
一
三
八
戸
の
内
八
六
戸
は
舟
稼

業
を
兼
ね
て
い
た
。
村
内
を
流
れ
大
野
川
に
注
ぐ
舟
通
川
は
、三
〇
石
積
以
下

の
小
舟
な
ら
ば
通
行
で
き
る
川
で
あ
り
、
金
沢
へ
向
か
う
舟
積
荷
物
は
こ
の

川
を
遡
り
村
内
の
荷
揚
場
へ
運
ば
れ
た
。

　

大
河
端
村
は
水
運
に
適
し
た
土
地
で
あ
る
一
方
、
浅
野
川
下
流
に
位
置
す

る
た
め
度
々
洪
水
の
被
害
に
遭
っ
た
。
嘉
永
七
年
、明
治
三
二
年
の
洪
水
記
録

が
残
っ
て
い
る
（
１
‐　

、　

‐　

等
）。

３０

１３

１３９



四
○

　

藩
政
期
に
は
鞍
月
組
（
十
村
は
田
井
村
次
郎
吉
）
に
属
し
た
。
明
治
四
（
一
八

七
一
）
年
七
月
、
廃
藩
置
県
に
よ
り
金
沢
藩
は
金
沢
県
と
な
る
。
同
五
年
二
月
、

石
川
県
に
改
称
後
、
石
川
県
第
七
区
四
番
組
所
属
と
な
る
。
同
九
年
一
一
月
、

区
画
改
正
に
よ
り
第
一
一
大
区
小
一
区
所
属
。
同
一
一
年
、郡
区
町
村
編
制
に

よ
り
石
川
郡
所
属
。
同
二
二
年
の
市
町
村
制
施
行
に
伴
い
、
六
月
に
大
河
端
・

北
間
・
須
崎
・
西
蚊
爪
村
が
合
併
し
潟
津
村
が
成
立
。
大
河
端
は
潟
津
村
の

大
字
と
な
り
、大
河
端
に
村
役
場
が
置
か
れ
た
。
昭
和
一
〇（
一
九
三
五
）年
、金

沢
市
に
編
入
さ
れ
た
。

　

な
お
水
運
に
関
す
る
資
料
は
、
１
支
配
、
８
金
融
・
貸
借
、　

宮
本
家
「
日

１３

記
類
」
に
も
見
ら
れ
る
。　

宮
本
家
「
通
信
文
」
に
は
、
訴
訟
に
関
す
る
史
料
、

１３

北
海
道
や
樺
太
で
の
漁
業
史
料
な
ど
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

 

　
　

二
、
浅
野
川
舟
運
関
係
資
料
に
つ
い
て

　

大
河
端
村
は
金
沢
城
下
に
搬
入
さ
れ
る
荷
物
の
中
継
地
で
あ
り
、
浅
野
川

舟
運
の
始
点
の
一
つ
だ
っ
た
。
村
に
は
「
荷
宿
」
を
称
し
て
舟
運
を
纏
め
る
者

が
い
た
。
荷
宿
は
株
を
譲
る
こ
と
で
代
わ
り
、
藩
政
末
期
に
は
六
右
衛
門
（
大

河
端
村
肝
煎
）・
仁
兵
衛
（
組
合
頭
）・
次
兵
衛
（
組
合
頭
）・
弥
三
右
衛
門
（
長
百

姓
）
の
四
人
が
荷
宿
を
勤
め
て
い
る
。
荷
宿
の
成
立
や
仕
組
み
に
関
し
て
は
、

特
に
西
蚊
爪
村
・
東
蚊
爪
村
と
の
争
論
や
自
村
内
で
の
争
論
史
料
に
詳
し
い

（
９
‐
９
・　

等
）。

１９

　

大
河
端
村
を
経
由
す
る
荷
物
は
、大
野
川（「
潟
尻
川
」）
か
ら
舟
通
川
を
遡
り
、

村
内
の
荷
揚
場
へ
運
ば
れ
た
。
荷
物
の
管
理
は
荷
宿
が
行
い
、荷
宿
付
稼
人
が

舟
運
を
請
け
負
っ
た
。
浅
野
川
を
遡
上
で
き
る
川
舟
に
積
み
替
え
ら
れ
た
荷

物
は
、曳
舟
で
終
点
の
堀
川
揚
場
ま
で
運
ば
れ
た
。
堀
川
揚
場
か
ら
は
陸
持
で

解　

説



四
一

宮
本
文
庫
目
録

金
沢
所
々
の
届
け
先
ま
で
運
ぶ
ほ
か
、
金
沢
馬
借
に
引
き
継
ぐ
こ
と
も
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

　

宮
腰
湊
や
大
野
湊
、
粟
崎
か
ら
の
荷
物
に
は
、
宮
腰
御
蔵
の
米
や
塩
、
能
登

か
ら
の
炭
や
牧
木
（
薪
）、
四
十
物
、
材
木
な
ど
が
見
ら
れ
、「
大
野
町
問
屋
ヨ

リ
金
沢
届
之
諸
品
」
約
二
六
品
を
挙
げ
た
史
料
も
あ
る
（
９
‐　

）。
他
国
か
ら

１６

大
野
湊
に
入
っ
た
砂
糖
、
鉄
、
家
具
櫃
な
ど
の
「
大
番
（
判
）
荷
物
」
や
東
北
産

の
材
木
は
、
宮
腰
宿
抜
荷
物
と
し
て
、
た
び
た
び
宮
腰
馬
借
の
差
押
え
に
遭
い
、

争
論
の
元
に
な
っ
て
い
る
（
９
‐
１
・　

・
３
・
４
）。

２４

　

河
北
潟
を
下
さ
れ
た
荷
物
は
、
主
に
河
北
郡
、
越
中
国
砺
波
郡
や
能
登
国
羽

咋
郡
の
御
収
納
米
（
御
蔵
米
と
町
蔵
米
）
で
あ
る
。
今
石
動
町
蔵
米
や
津
幡
御
蔵

米
な
ど
は
津
幡
か
ら
川
を
下
し
て
川
尻
村
へ
運
ば
れ
た
。
高
松
町
蔵
米
や
今

浜
・
木
津
御
蔵
米
、
飯
山
・
子
浦
米
の
ほ
か
、
今
石
動
町
蔵
米
も
ま
た
内
日
角

村
へ
運
ば
れ
て
い
る
。
潟
に
面
し
た
川
尻
・
内
日
角
両
村
か
ら
大
河
端
村
へ
舟

積
さ
れ
た
。
堀
川
揚
場
か
ら
は
堂
形
御
蔵
や
町
蔵
へ
陸
持
さ
れ
た
（
９
‐
７
・

　

等
）。

２１
　

嘉
永
三（
一
八
五
〇
）
年
に
は
、御
収
納
米
の
舟
積
を
し
て
い
る
潟
縁
の
村
々

へ
「
御
収
納
米
舟
積
運
送
見
合
札
」
が
渡
さ
れ
て
い
る
（
９
‐
９
・　

）。
御
収

２６

納
米
の
舟
運
は
毎
年
願
出
て
承
認
を
得
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
御
算
用
場
↓

加
州
御
郡
奉
行
も
し
く
は
改
作
御
奉
行
↓
十
村
中
や
十
村
（
田
井
村
次
郎
吉
）

↓
大
河
端
村
肝
煎
六
右
衛
門
へ
と
荷
物
の
縮
方
を
命
じ
て
い
る
。
六
右
衛
門

は
、
嘉
永
七
年
三
月
に
津
幡
伝
馬
肝
煎
、
安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
二
月
に
は
高

松
村
伝
馬
肝
煎
の
印
鑑
証
明
を
受
取
り
、
越
中
引
寄
米
や
高
松
町
蔵
米
の
さ

し
紙
改
め
（
印
鑑
見
合
せ
）
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
同
年
正
月
に
は
、
内
日
角
村

米
宿
か
ら
の
今
浜
御
蔵
米
を
見
届
け
て
い
る
（
１
‐　

）。
３０

　

御
収
納
米
の
他
に
は
、
河
北
潟
周
辺
の
野
灰
や
高
松
の
素
麺
、
能
登
か
ら
の

炭
や
薪
な
ど
が
内
日
角
村
や
大
崎
村
か
ら
舟
運
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る（
１
‐　
３０

等
）。
商
用
荷
物
の
潟
下
り
は
、宿
駅
保
護
の
た
め
津
幡
宿
が
取
り
締
ま
り
、津

幡
宿
へ
の
口
銭
納
入
と
十
村
な
ど
の
指
紙（
許
可
書
）を
必
要
と
し
た
。
湖
通
舟

役
を
課
せ
ら
れ
て
い
た
内
日
角
村
は
、
米
・
塩
・
魚
の
公
用
荷
物
の
舟
積
を

し
て
い
た
が
、商
用
荷
物
の
舟
積
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
宿
抜
荷
物
の
監
視
の

た
め
、
河
北
潟
周
辺
や
粟
崎
村
、
浅
野
川
河
岸
の
要
所
に
は
、
津
幡
宿
の
見
咎

人
が
置
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年
に
は
、
潟
舟
積
荷

物
の
改
番
所
が
粟
崎
前
に
立
て
ら
れ
、
大
野
や
粟
崎
か
ら
金
沢
へ
向
か
う
荷

物
も
改
め
を
請
け
て
大
河
端
村
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
（
９
‐
４
）。

　

津
幡
宿
を
通
さ
な
い
商
用
荷
物
の
潟
下
り
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、

次
第
に
緩
和
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
万
延
元
（
一
八
六
〇
）
年
閏
三
月
に
は
、
潟

縁
野
灰
を
船
積
で
売
る
時
に
は
「
潟
下
御
入
り
」
を
願
い
上
げ
て
御
聞
届
を
請

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
大
場
村
の
「
見
廻
り
人
」
が
い
て
「
出
津
書
」

の
な
い
商
品
は
取
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
出
津
書
は
「
御
指
紙
」

と
も
記
さ
れ
、
出
津
を
願
上
て
聞
届
け
ら
れ
た
証
と
し
て
加
州
御
郡
奉
行
の

裏
書
き
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
に
は
、
高
松
村

人
か
ら
買
請
け
た
素
麺
の
内
日
角
か
ら
の
船
積
と
、
大
河
端
か
ら
内
日
角
へ

の
焼
灰
の
舟
積
が
願
上
ら
れ
て
い
る
（
１
‐　

）。
３０

　

荷
宿
の
営
業
に
は
、
運
賃
稼
ぎ
目
的
の
荷
物
の
取
り
合
い
を
原
因
と
す
る

争
論
が
付
き
も
の
だ
っ
た
。
争
論
相
手
に
は
、
宮
腰
町
（
馬
借
）、
西
蚊
爪
村
・

東
蚊
爪
村
（
潟
下
し
舟
稼
人
）、
金
沢
中
嶋
町
・
浅
野
中
嶋
村
（
陸
持
）
な
ど
が

見
ら
れ
る
。
宮
腰
馬
借
と
の
争
い
の
根
本
に
は
宮
腰
湊
と
大
野
湊
の
対
立
が

あ
り
、
両
湊
の
争
論
史
料
も
残
っ
て
い
る
（
９
‐
１
・　

）。
宿
立
て
さ
れ
て
い

２４

な
い
大
河
端
村
が
大
野
湊
か
ら
金
沢
へ
舟
運
し
て
い
る
こ
と
も
非
難
の
的
と

さ
れ
た
。
西
蚊
爪
村
・
東
蚊
爪
村
に
対
し
て
は
、
両
村
人
が
舟
積
稼
を
新
た
に

始
め
た
と
し
て
、
大
河
端
村
が
差
止
め
を
求
め
た
も
の
で
あ
り
、
大
河
端
村
の

正
当
性
の
根
拠
と
し
て
舟
運
の
来
歴
が
述
べ
ら
れ
て
い
る（
９
‐
９
〜　

）。
堀

１２

川
揚
場
近
く
の
中
嶋
町
人
・
浅
野
中
嶋
村
人
に
対
し
て
は
、
堀
川
揚
場
か
ら
金

沢
所
々
へ
運
ぶ
荷
物
を
横
取
り
し
て
「
町
持
」
し
な
い
よ
う
に
求
め
た
も
の
で



四
二

あ
る
（
９
‐　

・　

）。

１３

１４

　

藩
政
末
期
に
は
、
大
河
端
村
内
で
も
荷
宿
の
営
業
を
め
ぐ
っ
て
争
論
が
起

こ
っ
て
い
る
。
争
論
は
、三
人
い
る
組
合
頭
の
内
一
人
だ
け
荷
宿
株
を
持
た
な

い
弥
右
衛
門
が
、
米
・
四
十
物
以
外
の
荷
物
は
荷
宿
を
通
さ
ず
に
舟
稼
人
の
直

応
対
と
す
る
こ
と
を
、荷
宿
に
対
し
て
求
め
た
こ
と
に
始
ま
る
。
荷
宿
付
稼
人

も
巻
き
込
ん
だ
一
連
の
争
論
は
、
慶
応
二
（
一
八
六
六
）
年
か
ら
明
治
二
（
一
八

六
九
）
年
三
月
ま
で
の
史
料
が
残
っ
て
い
る
（
９
‐　

〜　

）。

１８

２０

　

明
治
五
年
七
月
、
太
政
官
布
告
が
出
さ
れ
、
伝
馬
制
度
は
同
年
八
月
晦
日
限

り
で
廃
止
と
な
り
、
廃
止
後
の
宿
駅
に
は
相
対
賃
銭
を
以
て
人
馬
継
立
方
を

取
り
扱
う
陸
運
会
社
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
内
日
角
村
・
大
崎
村
合

同
の
陸
運
会
社
（
同
六
年
一
二
月
設
立
）
は
、
陸
運
と
併
せ
て
河
北
潟
舟
運
も

行
っ
て
い
た
。
宮
本
家
文
書
に
は
、金
石
駅
と
記
さ
れ
た
陸
運
会
社
の
鑑
札
が

あ
る（
９
‐　

）。
道
路
の
改
修
や
明
治
三
十
年
代
の
鉄
道
の
整
備
を
境
に
舟
運

９９

の
利
用
は
減
少
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
宮
本
家
に
残
る
舟
運
の
帳
簿
類

や
取
引
証
文
な
ど
は
大
正
の
初
め
ま
で
確
認
で
き
る
。
主
な
取
引
相
手
と
し

て
は
、
浅
野
中
嶋
村
の
鋳
物
師
武
村
弥
吉
、
金
石
（
大
野
）
の
問
屋
五
宝
屋
又
四

郎
が
み
ら
れ
る
。  

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�（
以
上
、
見
澤
）

　
　

三
、
地
頭
割
に
つ
い
て

　
「
地
頭
」
と
い
う
近
世
文
書
、
特
に
幕
末
期
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
表
現

を
使
っ
た
嘉
永
七
（
一
八
五
四
）
年
九
月
改
の
「
御
地
頭
割
」（
２
‐　

）
に
つ
い

２７

て
関
係
史
料
と
と
も
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

史
料
は
墨
付
き
七
丁
の
長
帳（　

×　

㎝
）で
あ
る
。
内
容
は
は
っ
き
り
と
明

１２

３４

示
し
て
い
な
い
が
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
る
。
後
半
部
の
内
容
は
明
確
で
は

な
く
未
検
討
で
あ
る
が
、
前
半
部
は
一
二
名
の
藩
士
毎
に
そ
れ
ぞ
れ
記
載
さ

れ
て
お
り
、
最
初
の
二
名
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
 　
 
加
藤
波
江
様

①

 　
 
高
②一

、
弐
拾
石
壱
升
六
合

   　

内 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　
 
六
右
衛
門

③

　
 　
 　

壱
石
ハ　
　
　
　
　

藤
右
衛
門
斗

④

 　
  　
 　

拾
九
石
壱
升
六
合　

六
右
衛
門
斗
候
也

〆 

ノ

　
　
　
 　
 
井
上
政
吉
様

①

 
一 
、
弐
拾
石
壱
升
六
合　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　
 
つ
ば
た
や
蔵

② 

⑤

　
　
　

内

　
　
 　
 　

拾
三
石
六
合　
　
　
　
 　
 
庄
三
郎

④ 

③

　
　
　
　
　
　
　
　
　
  　
 
五
石　
　
　
　
　
 　
 
油
ヤ
行

内 

⑤

                                 　
 
四
石　
　

三
郎
右
衛
門
斗

内

　

ノ　

七
石
壱
升

　
　

壱
石　
　
　
　
　
 　
  　
 
弥
右
衛
門
斗

小 

百

　

〆
八
石
壱
升

　

内
弐
石
四
斗
七
升
壱
合　
　
　

甚
之
助

　
　

三
石
弐
斗
五
升
弐
合　
　
　

八
左
衛
門

　
　

六
斗
五
升　
　
　
　
　
　
　

嘉
兵
衛

　
　

六
斗
五
升　
　
　
　
　
　
　

伊
兵
衛

　
　

七
斗
八
升　
　
　
　
　
　
　

善
四
郎

　
　

弐
斗
七
合　
　
　
　
　
　
　

左
助

　

〆
八
石
壱
升

〔
後
略
〕　
　
　
　
　
　

　

そ
の
構
成
は
、
①
様
で
称
さ
れ
る
藩
士
名
、
②
石
高
、
③
百
姓
名
、
④
石
高

の
内
訳
お
よ
び
百
姓
名
、
⑤
は
蔵
宿
名
で
あ
る
。
①
の
加
藤
波
江
は 
文
久
初

解　

説



四
三

宮
本
文
庫
目
録

め
頃
の
『
加
賀
藩
組
分
侍
帳
』（
金
沢
文
化
協
会　

昭
和　

年
）
に
よ
れ
ば
一
五
〇

１２

石
取
り
で
天
保
八
（
一
八
三
七
）
年
家
督
相
続
し
て
い
る
。
井
上
政
吉
も
『
諸
士

系
譜
』（
当
館
所
蔵
）
に
よ
れ
ば
一
五
〇
石
取
り
で
天
保
八
年
に
相
続
し
て
い
る
。

藩
士
の
名
前
は
加
藤
・
井
上
を
含
め
一
二
名
、
中
に
は
人
持
組
二
五
〇
〇
石
の

成
瀬
甚
五
左
衛
門
の
名
も
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
に
②
〜
④
が
記
さ
れ
て
お
り
、

⑤
蔵
宿
名
が
ほ
ぼ
入
っ
て
い
る
。

　

②
の
石
高
一
二
名
分
を
合
計
し
た
四
一
〇
石
六
斗
六
升
一
合
に
つ
い
て
、

「
嘉
永
六
年
分
算
用
帳
控
」（
１
‐　

）
に
は
以
下
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

２４

　

草
高
六
百
三
拾
壱
石
五
斗　
　
　
　
　
　

免　

六
ツ

一
、
四
百
廿
壱
石
三
斗
三
升
七
合　
　
　
　

定
納
・
口
米

　
 　
 
四
百
拾
三
石
七
斗
七
升
壱
合　
　
　
　

御
地
頭
様
付
／
町
蔵
宿
納

内

　
　
　
　
　

但　

壱
石
高
　二
 

／
六
斗
五
升
五
合
二
勺　

御
地
／
﹇（
虫
損
）﹈

　

ノ
七
石
五
斗
六
升
六
合　
　
　
　
　
　
　

御
堂
形
納

　
「
地
頭
割
」
の
合
計
四
一
〇
石
六
斗
六
升
一
合
は
、「
御
地
頭
様
付
町
蔵
宿

納
」
の
四
一
三
石
七
斗
七
升
一
合
（
≒
草
高
×
〇
・
六
五
五
二
）
に
ほ
ぼ
合
っ
て

い
る
。

　

③
④
の
百
姓
名
に
つ
い
て
は
、
②
の
高
を
納
め
る
百
姓
で
、
③
は
そ
の
主
た

る
者
、④
は
残
り
を
配
分
し
た
高
お
よ
び
そ
れ
を
納
め
る
者
で
あ
る
。
③
は
加

藤
波
江
の
場
合
は
六
右
衛
門
、
井
上
政
吉
の
場
合
も
庄
三
郎
で
、
他
例
で
は
百

姓
が
一
〜
三
人
宛
て
ら
れ
、そ
れ
ぞ
れ
高
が
記
さ
れ
て
い
る
。
④
は
残
っ
た
高

を
加
藤
波
江
の
場
合
は
藤
右
衛
門
一
人
で
あ
る
が
、
多
く
は
井
上
政
吉
の
よ

う
に
複
数
人
で
請
け
、
多
い
場
合
は
九
人
の
百
姓
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

　

蔵
宿
に
つ
い
て
は
井
上
の
場
合
主
体
は
津
幡
屋
に
納
め
、
一
部
油
屋
に
納

め
て
い
る
よ
う
に
一
藩
士
に
一
蔵
宿
と
は
限
ら
ず
、二
軒
の
場
合
も
あ
る
。
ま

た
、
加
藤
波
江
分
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
や
、
蔵
宿
で
は
な
く
「
堂

形
入
」
の
場
合
も
あ
る
。
安
政
六
（
一
八
五
九
）
年
一
二
月
の
「
蔵
宿
過
不
足
調

理
帳
」（
２
‐　

）で
は
、加
藤
波
江
分
約
二
〇
石
の
内
八
石
余
の
分
が
蔵
宿
松
任

２９

屋
行
き
と
な
り
、
堂
形
入
や
蔵
宿
に
納
め
な
い
場
合
、
蔵
宿
は
関
係
な
い
の
で

記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
蔵
宿
が
各
藩
士
ご
と
に
、
収
納
し
た
日
付
・
石

数
・
百
姓
名
を
記
し
割
印
し
た
安
政
六
年
分
の
「
御
収
納
米
請
取
通
」（
２
‐　

）
３０

と
い
う
史
料
も
あ
り
、
こ
れ
ら
を
も
と
に
先
の
「
蔵
宿
過
不
足
調
理
帳
」
等
が

作
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

  
つ
ま
り
、「
御
地
頭
割
」
そ
の
他
関
係
史
料
か
ら
、
村
御
印
で
定
め
ら
れ
た
年

貢
の
収
納
シ
ス
テ
ム
、
年
貢
納
入
の
村
請
制
の
一
実
態
が
窺
え
そ
う
で
あ
る
。

知
行
地
を
各
村
に
所
付
さ
れ
た
藩
士
（
給
人
）、
大
河
端
村
の
場
合　

家
、
そ
れ

１２

ぞ
れ
の
高
を
村
が
百
姓
の
持
高
で
振
り
分
け
る
作
業
、
こ
れ
が
「
地
頭
割
」
な

の
で
あ
ろ
う
。
振
り
分
け
ら
れ
た
百
姓
は
藩
士
の
知
行
米
を
管
理
す
る
蔵
宿

に
そ
れ
ぞ
れ
収
納
し
、
村
が
そ
の
過
不
足
を
管
理
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
肝
煎
六
右
衛
門
と
そ
の
「
地
頭
」
で
あ
る
加
藤
波
江
家
の
関
係
に
つ

い
て
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
収
納
米
の
一
部
は
蔵
宿
に
納
め
ら
れ
て
い
る
が
、

主
体
は
堂
形
に
納
め
ら
れ
て
い
る
様
子
も
な
い
。
蔵
宿
の
介
在
が
な
い
と
は

言
い
切
れ
な
い
が
、加
藤
波
江（
台
所
等
）か
ら
六
右
衛
門
に
宛
て
た「
米
受
取
」

（
８
‐　

・　

・　

・　

）
や
「
年
賦
証
文
」（
８
‐
３
）、「
年
賦
米
証
文
」（
８
‐　

）

１０

１６

１７

２２

２３

等
の
史
料
は
、
村
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
地
頭
（
藩
士
）
と
有
力
百
姓
と
の
個
人

的
な
関
係
が
生
じ
て
い
る
こ
と
も
窺
え
そ
う
で
あ
る
。
単
な
る
肝
煎
で
は
な

く
荷
宿
で
あ
る
こ
と
も
関
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

以
上
、「
地
頭
割
」
に
関
す
る
一
部
の
史
料
を
厳
密
な
検
討
も
せ
ず
概
観
し

た
が
、
給
人
の
知
行
地
・
蔵
宿
・
村
請
な
ど
様
々
な
問
題
を
考
え
る
上
で
、
宮

本
文
庫
は
、
幕
末
に
お
け
る
村
政
の
実
態
を
示
す
良
好
な
史
料
群
が
存
在
し

て
い
る
文
庫
と
い
え
る
。  
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